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I 研究の構想

1 研究の趣旨

(1) 問題の所在

①基礎的 ，要素的念国商学力としての文字力 ・語い力 ・文法カゃ，読解力と しての大意 ・要旨 ・要

点 ・主題の把握力 ・構怨力 ・推続力などは，重要在力として認めるが，それらを部介的，要素的Kばか

りとらえる ととは，ちょうど要素心理隼的念一面観K似た誤.1)I'C陥りやすい。各種の力の力動的念関係

I'L注目し，とれらを総合的K高める根本的在態度を欠くと，いかK文字カ ，言語い力左どの個々の力をと

りあげて育成しても，なか念か総合的左国語説カ .ほんとうの意味での国務掌力はつか念いだろう。個

hの力の総和が国語学力では念い。

われわれは，乙れらのJJを全体的左言語情動の中K位置づけていき たい。とれらの力を読みの機能を

とおしてとらえていくという考え方である。それは，読む活動をとおしてはたらし知的 ，心理的 ，生

理的作用そのものを有機的 ，総合的Kとらえ，大態把握力・ ・・-…-・・ 樵統力の中Kはたら〈ものを解明

するととK努力を傾けたのである。そうするととが読みの機構を明らかKするとと1'C1.z:ると考えるので

ある。

しかL/.われわれがとのようK志向しながらも，問題はきわめて複雑であり，高次であるp

ぞとで.とのたびは，生理的念面は捨象し，主として，知的 ，心理的合iiiiI'C研究の焦点を同け，とれ

らの作用が，文章の線条性 ・継時性Kしたがって，どのようにはたらくかを全体的K考察しようとした

のである。

② 現行の読解指導l乞は・しばしば，本文の読解は簡単にとりあっかい，設搭指導I'L専念したり，文

章の読解を中断するような文法指導や，詩句指導をとりたてて行念っている場合があるe また，児童量生.

徒自身の力で本文を読解する機会や， 子どもの~l論ともいわれる子どもの立場からの指導が少な(. も

っぱら教師の説明や耕釈によって設業を進めている場合もある。

前者の，段落や文法や誇匂などの指導Kかたよる態度は，文章を静熊的 ・分析的Kとりあっかうもの

であり，読み取った結果ばかりを問題止 しがちな指滋である。特11[.文章の形式的念分解Uてかたよった

段落指導は，生き生きとした言語活動を育てるととをおろそかKした分析的憎導vcなりやすし文章の
もっている本来の生命をそ乙念いがちである。

後者の場合は，子どもの説みの主体性を弱めるととが名(，読み手K思考させる場面が少念(，教師

の説明を聞き取る栄習VCi.z:るおそれがあゐ。説み手自身が，文章VC直接向かい，さまざま左思ヨ号過程を

たどる ζとも少在しただ教師の説明や誇釈Kそって説みを進めるととをく Pかえしていると，その翫

みは主体性を失い，読み手自身が織造化し，体制化する力が容易vcのび左い。
大正期の国語教育界11[強い力会もって浸透し，今もその伝統を伝えている読みの形象理論である垣内

松三博士の提唱した解釈学的方法は，きわめてすぐれたものであるが，結泉主義的左読みであり，国文・

掌研究的な読みであるという批判がある。 ζれは，子どもの生来の読みの殿様争終視して，国3之さ挙の作
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品を研究する態度からその方法is発怨されたという事情によるものである。

いずれKしても従来の読解指導の方法では，子どもの読みの様態や，読みの機能のはたらかせ方につ

いての配慮がふじゅうぶんであったと言えよう。

(2) 支章の継時性に即した読みの機能とその指導

文章は，その基本的性質として，時間的，継起的K展開する。文章は，その冒頭をもととして，文章

の線条性K基づき念がら，時間的K展開し，末尾K至ってその意味を完結する。文章は，とのように

書き手の窓凶を基κして表現内容を体制化していったものであるから，読み手が，文章の線条をたどり

ながら，とれを意味体制化してい〈ととが，読みで左ければ・なら*い。 ζの点では，子どもの読みも，

成人の読みも本来同じであるべきはずである。

したがって，読みの力を育てるというととは，本質的には，文章を冒頭から順次K正し〈文脈をたど

りながら意味体制化していく ，言語活動を育てるととlぞ念る。ととろで，子どもの読みは，一般VL未熟

で，成長過程VLあるから，読みK際してはたらし知的 ・生理的・心浬的左作用のうえで，さまざまな

かたよりがみられる。とのような状況をよくとらえる ζとが，読みの機能を明らかfてするととK念る。

読みの機能とは何か。ま とめて言えば，文立を読むときKはたらし知的 ・生理的・心界的念険構で

ある。とれをやや具体的VC述べる。

われわれが文章を読む場合Vては，その前K読む白的 ・文の種類・必要感・読み手の個性攻どに応じて

ある構えができる4とれは，主として心理的な問題である。次1'(，いよいよ読み始めると，そとにさま

ざま念はたらきが現われてく る。文字を認、知し，文字から語い表現を患いうかべ，語いから句，匂から

文というように認識していくのは，まず視覚ゃ，限球運動のはたら きKよるものであり，大脳生理的な

作用である。そζKは.知的作用がはたらくと同時1'1:，心理的攻作用も現われる。たとえば「鳥が鳴くa..l

という文K接して「烏 ・が・嶋 ・<Jという文字をそれぞれ正しく認知し左がら.とれを文節「烏が ・

鳴<Jとして認識し，主部「烏が」と述部「嶋 (Jを←速の意味体として理解するのは，第ーに，読書

生理的なはたらきであり，語いの知識や文法的知識の参加する知的作用でもある。

とのように一口K読みの機能と言っても，それは実際Kは，細かな個hの力K分析され，それらが相

互K関連し合ってはたら〈複雑念ものである。さきに， i烏がq烏<Jという短文でそのな念よそを説明し

たが，ひとつの意味体としてとらえると言っても，読み手が「烏Jという需に接したとき，具体的念ス

ズメ ・ツパメ ・カラスなどの個々の具象を脳姦K反映させるだけでなく ， i烏」というー紋的念属性を

よく認識し， I烏Jという概念、をとらえている必要がある。同じよう!'ci鳴<Jという概念もとらえて

い念ければなら念い。

ζの例のような単純念ものは，幼児Kも概念が形成されており容易であるが，抽象度の高いものや，

象徴性の強いものを理解するVfは，か左りの経験ゃ，人間的念成長が必要とされる。また，文学的文章

左どでは語いのニュアンスや，情景を味わうのに豊かな感性を要請される。とのように，読みの機能は

複雑念力動的関連をもっている。

われわれは，とうした説みの機能が文章の継時性にしたがって発動するのが当然であ!J，それ故K文

章を冒頭から読み進む「文脈たどb読み」をよ正しく遂行させる ζとκよって，読みの機能が育てられる

と考えるのである。
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文字の虫学習や，語いの学習，あるいは文法的知識などは文章読解の基本的注要素ではあるが， ζれら

の指導は，基礎訓練Kあたるものであって，ほんとうK読みの織能を育てるのは，文章の読みの指導K

おいてである。いかvc語い，語法や分析的攻段搭Kついての訓練を行方tっても， r文章を最初からてい

ねいlて読み，考えるという文章読解活動のカjは養えさtいのである。

とのよう念考え方から，われわれは，まず， r文章の継時性KしたがうたどD読み」を基本VCおき，.

読み手の頭の中にどのようK文脈が形成されてい〈か，それが文章の読解のためKより効果的に形成さ

れるような指導はどう.すればよ知のかを研究の中 I心としてとらえたのである。

ιんとの説解指導上の総題をふまえ，r読みの継時性tlL~pする読解指導」 という研?主題を設定 し 3 9 

年度以来，以下の研究計画で研究を行念ってきた。

2 研究の年次計画

ア 3 9年度 読みの様態C究明 研究紀要第48集K所載

①事例的研努

@ 集団的調査

イ 4 0年度 文学的文章Kついての読みの様態の究明 研究紀要声55集K所載

集団的調査

ウ 4 1年度

① 集団的調査

@ 実験授業

文学的文章の読みの指導法の検討 本紀要

II 研究計画

今年度の研究は，さきK述べたように， 3か年の研究の構想に基づいて，文掌的文章の読みの指導法

を検討するため，次の計図iVCより行左った。

(¥) 研究仮説の設定

3 9年度代行なったチどもの読みの綴態調査，さらVCI.O年度I'L行念った文常的文章の読みの様態調

査に基づいて.文学的文ZEの読みの指導のための研究仮説脊設定する。

(2) ー般的な作業仮説の設定

前記の研究仮説をもとにして. r読みの継時性」の観点から文学的文章の読みの指導法Kついての一

般的念作業仮説を設定する。

(3) 実験授業教材の決定

実験の対象とする小企止佼 5年生， 6年生を;守、定し，実験の目的を考え合わせ・決定する。

(4) 具体的作業仮説の設定

→生的念作業仮説令越にして，実験授業教材VCftllした具体的な作業仮説を設定する。

(5) 実竣授業の計画と実施

①笑署員対袋君主の決定 @実施時期の決定 @指導時数 ・目標の設定
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④指導計画の立案 @授業形態の決定

(6) 調査問題による調査結果の評価の視点作成

(7) 実験授業および調査の結果の処理とう診察

III 研究の内容と方法

1 研究仮説の設定

(1) 子どもの読みの様態

@指導前後の調査問題の作成

3 9年度および 40年度.2か年Vてわたる子どもの読みの機態調査の結果 ，次のと ξが明らかKなっ

た。

ァ・ー文章の読みは，文章の曾頭から順次，語・句・文-段溶と，意味単位を集約し，それぞれをまとま

った窓味として把握しつつ，一方 ，それらの意味単位を接続し，もしくは， ょD大き念意味単位K

包摂しつつ文章全体を意味体制j化していく。

イ 文章の冒頭部では，ば〈ザんとした無限定な意味把握が行・なわれるが，説み進むにつれて，文脈の

中Kその意味が限定されていく。

ウ 文中のととはの意味、は読み進むKつれて修正され，変容し，読了時Kはじめて全文の構惣の中Yて落

ち着〈。

エ 常に未読部への予想にささえられて説み進む。

オ 既読部分へのふりか去りを重ねつつ読む。

力 説了時打:おいてtr:.文中tておいて特K印象深〈読み取られた語 ・匂 ・文 ・文章が意識の中rいつま
でもその残像をとどめ，それらが中心となって文章全体の享受が行なわれる。

キ 文学的文章の読みVておいては，主観的要素が強〈はたら〈。子どもは，自分の既有経験 ・感情 ・想

像力・自己の問題意識ーーζうした主観的要素を基盤として文章Kたちむかう。

ク ー絞的に言って，子どもの読みの発達段階は次のよう念道をたどる。主観的 ・感情的念読み(印象

的読み )→ 文章の客観性には則するが，主体的概括力の乏しい読み(平板左読み)→客観的 ・

理性的な読み (主体的読み )

(2) 研究仮説

以上述べたようK子どもの読みの綴態調査の結果明らかKなったととをもとKしさら1'1:.文学的文

章の読みKおいて，読み手の主観が文章を生主生きと読む基般K在っているととを思い，読み手の主観

性と文章の客観性とは.芋留の場でよ b深い立場から統一され t.cければなら没いと考え，次の研究仮説

を設定した。

ア 文章表現の答設的意味は，読み手の主観との対立かっとうを経てはじめてその客観性が碍24され，

読み手の体験の中に一つの意味として組み入れられる。そうしたとき文章表現の意味は，ほんとう

K自分のものとして納得され理解される。

イ 作品との心の触れ合いの中K自分自身の問題意識を持ち，その問題意識を作品の中で解決し，確か
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めていしもしくは，深めていく。とうしたとき，文学的文章は，生き生きと心K触れるものと念

る。

ウ 文中におけるたいせつ念，もしくは，印象深〈読み取られた誇 -句・文の正確払深い表現の読み

取bが与ム上のととを可能Vιする。

2 一般的作業仮説の設定

前K述べた文学的文主主の読みの指導の研究仮説を，具体的左教材の指導により実証するため(1[，文学

的文章一般K考えられる作業仮説を次のようK設定した。との作業仮説は，前K述べた，文堂的文章の

読みの指導の研究仮説を一般的念文学的文章の指導K即するようVC具体化したものであり，また， r読

みの継時性Jの視点から，文学的文章の冒頭から末尾までの部分Kついて指導上の問題場面を想定し，

設定したものである。

ア 文章の冒頭部の表現に対する子どもの主観的なとらえ方は，それK続〈文章表現の客観性κ照応さ

せるととtてより，正しく意味限定をしてい〈。

イ 文章中の主人公の想像や，感情に対して子どもは素朴在感情移入をし，さらK文章をていねいK読

みたどらせるととKより，文章表現K即してそれを確かめていく。

ゥ 主人公やその他の登場人物相互間K織りなす真剣で，緊張した場面をとりあげ，既読部を想起させ

話し合わせるととKより，子どもは主観性の強い予想から次第K文章の客観的意味世界を拡充して

ν、〈。
¥、

エ 文章から感じ取られる主題的念もの陥る子どもの主観的時想tl:，その文章の情景描写号制地

読み味わわせることにより，より客観的κ念り， より深〈念る。
オ 文章中.最も緊張度の高い部分の主題的なものに迫る藷 ・句・文をとおして，子どもは印象を強め，

個人差Kよりその受け取り方Kエュアンスの追いが出て〈る。とれらを集成する ζとによって読み

の豊かさと深さとをつちかい得る。

カ 読了時の心的余韻は，官頭から末尾までの文章の客観性Kしたがい念がらも，その表現のひとつひ

とつK主観的反応を感じさせて読み進めたとき生き生きとしてくる。
.、・、、

3 実験授業

(1)教材

文主主的文章「子が(l[J

本女

昭和 39年度全国営力調査問題第 6掌年国語白の本文よP

子がに

さか念屋さんからもらったモがκは，むずむずと足を動かしています。見ると，頭

みたい念ととる(1[，ピーズ玉みたいな小さ念二つの白'!.J;.，ぴかっと，光っていて，な

にかを見つめているように思われました。 I①

そして，かKはかにで，そんなちっち宇な子がにでも，からだにふ[吃あいなほどの，

大き~はさみをもっているのです。子がKはそのはさみを ， ぶるぶる， ふるわすよう
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f'C たえず動かしているのでした。

チがにをながめていると，ふきのまぶたに， 波のうちよせている夜の海べの光景~;.ì

ありありとうつって見えま した。そしてその暗い海の底VC，親が十てといっしょvc.た
くさんのちっちゃな子がKたちが，たがいによりそい念がら，無心tてあそんでいるあ

りさ交を想像したのであります。

海の小さ左生き物，1;]:，海へ一一一ふきは，ふと，そう思ったのです。そとで，ふき

は，おとうさんK声をかけました。

「おとうち平ん，とれから，海ベへい乙うよ。 」

「海べへ。もう時くなってしまったじゃないか，ふさ。 J

「だからわたし，いきたいわ。夜の波の中へ，ちっちゃなかに ，はなしてやDた

いんだもの。」

11まう。そんなこと，した仰のか。」

ふさは，つめたい子が十てを手VCVCぎって，おとうさんとふたJ?，外Vて出ました。町

通りから，暗い小さを路地をぬけていくと，もう，ザー，ザ ，ザー.というがLの音

がひびいていて，すぐ，はま草のしげっている海ベに出られました。

/ 

./ 

@ 

③ 

星がきらきらと光っている空の卜に夜の海ははても知られず，ぼう附とつらな I@ 
っていて，海べには，たえま1，:(.波のうちょせる音が， <りかえし.<りかえし，

ひびいているのであbました。いそのKおいが，ぷうん， とします。ふきは，はい色

のす念はまを，すク，サク，サク，とふんで波うはわKいきました。 j
「ふき，あぶ念いよ。」

うしろの方から，おとうさんのさけぶ声がしました。

波は，夜自にも白〈見えて，ふさのげたをしっとりと応らすのでした。

I-~~ ら ， 海へかえっていき念。 」

そういって.ふさは，手の中の子がKを.青黒い波の中へ，ヅャブンと友げいれ

てやbました。が それっきり，子町のすがたは見えませ八で凶 I@ 
「おとうちゃん。 」

「おい。」

「かに，海へ，は?ましてやったよ。 」

「ああ， よかったね。 」

暗い海ベ代立って，父と子は，とうかえbあいま した。

く注〉文章お端の①・ E司⑤は文章のその部分を示す。本文の原文は縦書き

(2) 具体的な作業仮説の設定

① 具体的作業仮説設定の根拠

さきvc設定した文子一的文章の読みの倍導の一般的作業仮説をもとKし，実験授業教材である文堂的文
章を小単校5年， 6年κ指導するための視点として，読みの継時性K即する指導の説点から次のよう』て
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設定した。それは， 読みの継時性~t![Jし，作品を読み進めていく読解を促進させるという基本的立場か

ら問題場面どとKたちどまt.文章のF.l{説部分を思起し，来;涜部分を予似しすがら文脈をたどり読む

力を育てる指滋を行なうためl宅設定したものである。とれは，またー方 ，文法的文章の読みにおける子

どもの主E質的なとらえ方をたいせつKし1tがらも.表現の客観性K則する読みの指事をヨ考えて設定した

ものである。

(2/ 具体的念作業仮説

ア 文静冒頭部の子がKの機子げついての具象的1t表現VC対する印象や興味*どによる子どもの主視性

の強いとらえ方('I.続<@以下の文章表現を読み進ませるとと』てよ 9.正しく意味限定をする。

イ ②の部分のふさが海Kいる子かにを想像したととICつのての子どもの素朴念感情符入は，既読者E分

①をQ!起させ，もし〈は碍ひ説みたどらせるとと』てよ9.文章表現K即したとらえ方をするように

念る。

ウ ③の部分のふ告と父との真剣な会話』てついての子どもの主観的なとらえ方は，たいせつ左詩句を契

機として既説部分@を札l起させるか，もしくは再び読みたどらせる ζ とにより，表現K却してより

正しく深いとらえ方をするようKなる。

エ ζの文章の主題的左ものK迫る子どものl慈悲!は.0の情景描写の部分を読み味わわせるととlだより，

その情調l乞ぞって変主宰し，より係くなる。

ォ @の部分は，本文章の終末部で，しかも，との文章中尾ーも緊張I.t.rの高い部分である。子どもは，主

題的なものK迫る語 ・勾 ・文をとおして印象を強め，個人差によりその受け取D方にニュアンスの

遺品加が出てくる。それらは，村頭から全文章宏読みたどらせ・意味内容を想起させるととKょっ・て，

総合的になり，深くなる。

力 説了時の心的余韻は，胃煩から末尾までの文章表現の客観性Kしたがいながら，その表環のひとつ

ひとつK主観抗反応、を感じさせ，読み進めた時，健康で生き生きとしてくる。

(3) 提験授業 ・制査の実施計画および実施

① 実験授業学級と比較学級の選定

次のさ)，実施計画表のように，研究対象群を 1次から 5次までK分け，各5主計%.計?主主級とし，う

ち各対象群の a. b学級を実験授業:学級として実験反巣を行含い，c竺学級は比救生三級として授業は行左

わず，調査問題 Rによる調査だけを行念う。

@' 実験群と統制群の編成
授業さ£級と比較学級とに説1査問題QKよる調査を行ない，実験群と統制君主とを等質V亡作り，授業を行

設ったチどもと，行なわなかった寸こどもとを比較し，授業を行念ったチどもの読みの状態をとらえる。

① 実施計画

〔奏 1) 

~ 
さ羊校 ・学年 ・組

調査問題 Q 

実験授業
次|
訓査問題 R 

実験授業主主級

A小学校.6年a組

知能偏差値-国語成績

1 1月17 I:l 
1 1月18日

ー 7-

比較堂級

組

一
日

c
ド
レ
一

7

同
一

1

左

と

一

月

E

-

1

 

t骨
-

同

a

一
1

組

日

日

b

し
4

5

同

2

2

左

と

月

月

組

1

1

同

a

1

1



次 五¥之? 実 験 授 業 →".以子一， 級 比較学級

学校・学年 ・組 A小学校， 5年a組 同左 b組 同友 c組

2 調査問題 Q 知能偏差値・国語成績 授業お主び a組と同じ a組と閉じ

次 実験授業 1 2月 1B・7日 調企Rの検 1 1月 29日

調査問題 R 1 2月 7日 討 1 2月 1日 1 1月 25日

学校 ・学年 ・組 B小学校 ，6年a組 同左 b組 同左 c組

5 調査問題 Q 知能偏差値・国語成績 授業および a組と同じ a *Jlと同じ

次 実験授業 1 2月 5B 調査Rの検 1 2月 8日

調査問題 R 1 2月 6日 討 1 2月 9日 1 2月 6臼

く注〉。笑験授業学級の調査問題Rによる調査は笑験授業の翌日行念い，所要時聞は 70:分とする。

。調査問題Q~:i:，国語主主力調査を行念う予定のものを事情K より表のように変更した。

。実験授業は 1日のうちtrc45分授業を 2時間 ，計 90介とする。

。実験授業は， 1次対象群の a学級の次は b学級のj臓で， 2次， 3次と行1.:う。

(4) 指導計画

① 指導時間

②主題

2時間(9 0分)

さか?を屋からもらった子がVてを見たふさが，海の底Kいるかにの親子の幸福そう念情景を想像して，

かわいそうKだり，父と海へ行ってはなしてやる。子が』ての愛らしさKひかれる気持ちと海へは乏して

やろうとする気持ちとのかっとうを経ては左してやるふきの心情が感じ取られる。そのふきの気持ちを父

は，喜び，またいたわるかのようである。ふき とチがに， ふきと父とが交互K織り念す心あたたまる物

語である。

③ 指導目標

子がにをは?をしてやるふさや，その父の気持ちを文章表現の客観性K即し左がら生き生きと豊かvr読
み取る。

① 指導過程の大要

ア 全文の通説

イ 学習邑楳の穣認

ウ 重量語句調べ

エ ①の冒頭部から@の終末部分までの問題場面どとの内容の読み取り

オ 全文の表現読み，全文の内容の読みとり

(ぎ) 指導計画

文章の
中心となる発同 予想される反応 指導の要点部分

① ①の部分K警かれている かわいそう・かわ 未読部分①を読み

子がKのようす~'(，どん いい ・おもしろい 進ませ，@との関

在感じを受けましたか。 ふしぎだ念どの印 速でとらえさせる。

-8-

到 達 自 標

②の表現内容に意味限定

され， iかわいい ・?かわい

そう左どと文脈に即して



文章の
部分

中心となる発問 予想される反応

象や興味をどKよ

る主観性の強いと

らえ方をする。

指導の要点 到達目標

とらえるようKなる。

ーー一ーー..1...ーー・・・・ー・・・ 】・・一・......:...........1......会・・ーーー・・・ ・4 ・・・・・f・・・・・............ーーーー ..-1.ーー 曜 日 ・・ー ・ー...・ ・・・・..

@ I子がVてを眺めていたふさ|子がKがかわいそ |既説部分①を再び|①の具象的念表現K即し

K.どうしてとん左想像 |うになって ・子が|読みたどり，意味|て②への文脈の展開にそ

がうかんできたのでしょ IKK同情してなど |内容を想起させる」ってとらえるようになる。

う。 Iの紫朴在感情移入

したとらえ方をす

る。

@ |ふ主は， なぜ，暗〈念つ 夜はつかまらない 「悔の小さ1量生き ②のふきの怨{象した乙と

た海へ子t'vcをはなした -早〈逃がしたい 物は海へJ*-eの を線起し，怨{象内容K即

いと考えたのでしょう。 -かわいそうなど たいせつ念詩句を したと らえ方をすゐょ う

の主観的念とらえ 契機として@を再 Kなる。

方をする。 び読みたどり.@

の意、味内容を怨起

させる。

④ I (1)との部介の海べのよう さみしい・しずか 情景械写の部分の さみしい ・しずか念 どの

すを書いてあると とろを をどのとらえ方を 表現を読みたどら 感じKそったとらえ方を

読んで，どん念感じをう する。 せる。 すみようVてなる。

けますか。

(2)海のようすを書いたあ 「か十てをふきの希@の前半の既読部 さみしい ・しずか念どの

との方に 「ふきは，はい 望.どおりには念す 介の情景措空手をj慰 情調にそったとらえ万を

色のすなはまをサク ，サ のでうれしい。」 起させ，心情をと ずるようK'IJ:る。

ク ，サクとふんで波うち 「かl乞と別れるの らえさセる。

ぎわKいき ました斗と普 でさみしい。」念

いてありますが，ζのと ど多面的なとらえ

き，ふきは，どんiz気持 方をするe

ちだったでしょう。

@ 1¥11 rほら，淘へかえってIrかKと5.JIJれるの|文章全体UてたちかIrかKをはなしてやる
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文章の 中心となる発問 予想される反応 指導の要点 到達 目標部分

いき念。」といったとき， でさみしい。 jí~， ぇ9.①の部分治、 のはうれしいが，別れる

ふさは，どん念気持ちた' Kをは在してやる ら)1庚次読みたどり のはさみしい。」のよう

ったでしょう。 のでうれしい。 J 意味内容を想起さ K多面的，総合的念とら

などの一面的念と せる。 え方になる。

らえ方をするc

(2~ iかvr.海へは在して 「かKと}lIJれてさ lllVC続いて文章全 「かUてをはなしてやった
ゃったよ。 Jムいったと みしい。JiかKを 体VCtLちかえり， のはうれしいが，日11れて l

き，ふきはどんな気持ち は合してやってう ①の部分から)1負次 さみしい。」 のように多

だったでしょう。 れしい。」念どの 怨起させ湾えさせ 面的・総合的なとらえ方

一面向をとらえ方 る。 ~ζ 1x. る。

を寸るc

(3) iあら， よかったね。」 「いいととをした (2)VC枇いて文章全 「ふきがよいととをした

とおとうさんはt どんな ふきをほめるo ...i 体Kたちかえり， ので，ほめ念~.ら， ふき

気持ちでいっているので 「さみしいふきを ①の部分から績次 のさみしい気持ちを考え

しょう。 慰める。」念どの f思起させ考えさせ て慰める。」のように ，

一面的なとらえ方 る。 とらえる。

|を了する。

@授業形態

各実験授業学級とも教師と子ども，子どもと子どもの問答による一斉授業である。

(5) 調査問題 Q

調査問題Qは，授業坐級と比較さ主紗とで実験苦手 ，統御I群を作り授業前と授業後の子どもの読みの変容

の状態を知るため，また授業主学級相互間の変容の状態を授業の実際との関連で比較するため国語主主力調

査を予定した。しかし，事情Kより主主力調査を行念わず，知能偏差値と国語成績の5段階評価をそれK

替えた。

しかし，国語成績は. 5年 ，6年とも学級どとの評価のため，実験群 ，統制群は成立し念かった。

ただし，同一対象群内のさ羊級は，同一枚で同質の:学級編成陀よるものであh傍証として，比較倹討の

資料とする。

(6) 調査問越Rと評価の視点

調査問題Rは，前に述べた具体的作業仮説と指導の要点K即して作成し，その指導の結果が明らかK

評価できる問題を作成した。

問題l 質問紙κよる記述形式の問題
問題目 問題 lの補備のため，問題Iと同様の質問を主とした，選択法による問題

① 問題 l

-1 0-



「τ'KJの調査
1 本文の①の部分で，あなたが，いちばん強〈心K感じたととろを本文のとお!iK.次の

口市左さ同

2 あなたは，①の部分K書かれている子がにのようすに，どん念感じをうけましたか。

5 本文の@の音色分で，子がKを乏がめていたふきK.どうしてとんi.l想像がうか八ノできた

のでしょうか。

4 本文の③の部分で，ふきは，左ぜ，階〈在った海へ子が十てをはi.lしたいと芳えたのでし

ょうか。

5 本文の④の部分の海ぺのようすを書いたととろを読んで，あなたはどん在感じを うけを

したか。

6 本文の@のあとの方に「ふきは，はい色のす念はまをサク，サク，サク， とふんで，波

うちぎわ十ていきました。 Jと書いてありますが，とのときのふきの気持ちはどん念だっ

たでしょうか。

7 本文の⑤の部分で「ほら.t係へかえっていきな。 」といったときのふ主の気持は，どん
念だったでしょうか。

B 同じ⑤の部分で 「かK.海へ，は念してやったよ。 !といったとき，ふきはどん念気持
ちだったでしょ うか。

あ左たは，どうしてそのように思ったのか，説明して〈ださい。

? 閉じ⑤の部分で「ああ， よかったね。 Jと，おとうさんは，どん念気持ちでいっている

のでしょうか。

10 ζのお話を読んで，あなたはどんだtととを感じたか，どん7をととを患ったか，あなたの

感想を 「子がにを読んで。 Jという穏で書き在さい。

① 問題目
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「子がI'LJの掛査

. ， ， 

「子iO'VCJ~てついてつぎのーから七までの問いK答えなさい。答えは， それぞれの問いK

ついて，ア，ィ，ゥ，エの中からいちばんよいと思うものを一つだけ選んで，その記号を

Oでかとみ在さい。

一 本文①の制分のととKついて，つぎの間いK答え左さい。

1 I./)ま，乙の子がKは，どζvcいるのですか。

アさかな尾さんの庖 ィふきの家

ワ さか念屋さんからのかえり道 ヱ との文章を書いた人の家

2 あ念たは，①の部分Uて書かれている子がにのようすにど，んな感じをうけましたか。

ア 子がにのようす?ウ2ほんとうUてかわいいと思った。

イ 子がVとのようすが企んだか，かわいそうに思った。

ウ 子:1.1;VCのへんなかっζ うをおかしく感じた。

エ 子がKのようすKふしぎな感じをうけた。

一 本文@の部分Kついて，つぎの問いK答正念さい。

1 ふさは，どうしてとんな想f象をしたのでし ょうか。

ア 子がVてが自やはさみを動かしているのを見たから。

イ ふさの家のそばI'Lr毎があり，波の奮が聞とえてくるので。
ウ ふきは，前rc親j)iVCと子がKの遊んτでいるのを見た乙とを思、い出して。
ェ ふさK親がいるので，自分とくらべて。

2 つぎのーーのついているととはのかわ!lVC使うととば止して( )の中のどれがいち

ばんよいでしょうか。

|ア耳Kl

ふきのまぶたκ，tィ 頭に〉波のうらよせている夜の海ぺの光景が，
Lワ目KI

p ひかtj)， 1 J7 うっすらとi
どィ ηしきが 〉 ありありと〈ィ はっきりとPとうつって見えました。

!ワ 念みおとがI lウ ぼうぼうとl

Iア ，心をな〈して1 仁ア たのしさ 1 

無心K<ィ 心待ちよく 〉あそんでいるるりさまJィ ょうす 〉

V むじ中主f'C 1 け ありEたさ7
三 @の部分で， ふさは， ~ぜ暗〈在った海へ子がKをはなしたいと考えたのでし ょ うか。

ア Eきい悔の底Kは，親がKと子がにたちがいると怨像したからe

イ 早〈はなしてやり，子がKを元気づけてやりたいから。

ウ 暗い海Kは人がいないので，つかまるしんばいがないから。
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エ 夜V~毎ベへ行って殺がにと子がにがえのしくあそんでいるのを見たいから。

四 @の部分の海ぺのようすを書いてあるととろを読んで，あ念たはどんな気持ちがしまし

たか。あなたの感じたととと日ちばんちがうのはどれですか。

ア 星はきらきら光っており海はひろぴろとして美しい感じ

イ 波の音や，いそのUておいがしてさみしいよう左感じ

ウ 海は，はてし*<.ひろびろとしてぼんやbした!感じ

エ ザー，ザー，ザー，と波の音が聞 ζえKぎやかでたのしい感じ

五④の部分のおわりの「ふきは，はい色のすなはまを.サク.'サク，サク.とふんで波う

ちぎわKいきました。 」で.ふきのどん左気持ちがわかbますか。

ア 星が光って美しいので.それを見ながら元気にはまぺを歩いているとと。

イ かKをはなしてやるためvc.おとうさんとならんで走っているとと。

J〆・ー

ウ 早くかKをは念してやbたくて，さっさと先にいってしまっJるとと。 I_// 

エ チがKとわかれるさみしい心を思いきって，は在してやろうとしているとと。

六⑤の部分で「かに，海へ，はな してやったよ。 」といったと き，ふさ，は;どん*気持ち

だったでしょうか。 I え/ I 
ア とれでよかったと，ほっとすゐよ うな安心した気持ち

イ よかったと安心したが，子がKとわかれてちょっとさみしい気持ち

ウ 子がKとわかれてさみしいよう念，ざんねんをょう念気持ち

エ よ効引ったと安心したが，家Kかつておけばよかったと思うざんねんな気持ち e

七山で「材…」とおとうさんは fん寸一
でしょlうか。 I

ア ふ討がよいととれたのでうれしい気持ち i 
イ か叫がやっと自治Kをれてiよかったという気持

ク ふ討のさみしい気持ちを*wさめる気持ち
エ ふきjの希望どお 自になってはかったという気持

① 評価の視点 " ¥ 
調査問題R院自由記述法にはるため.その判ほi:'VCあたり視点を明確Kしてお〈ととがたいせつである。

とのため，作業仮説と指導何 点 ，および ，文章の各部キにおける到達目標を考え合わせ，次のよう

定作成した。乙れをさら11:.守どもの記述K即して具体的視点を作成した。(指導計画の到達巳標を参

照)

ア 1・2の問題Uてついて

子がKのようすを具象的K述べている冒頭文K対する主観的念とらえ方が，②の未読部分との関連で

意味限定され表現K即して客観的I'Lなったか。

イ 5の問題について

との部分のふきの想像K対して素朴在感情移入Kよる主観的念とらえ方が，既読部分①との関連で.
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意味体制化がなされ，千そが院のようすκフ、It<.てC表現に郎してとら会ゐ1よt}て衣ちた向。
ウ 4，の問題κついて
ふきが，子が』てを夜の海へはなしてやろうとするわけを，既読部分@との関連で主観的なとらえ方か

ら文脈にそって惣像内容K即してとらえるようlてなったか。

海の情景描写C部分を読み味わうととYC.より，その情調Kよりふさの気持ちにクいてのとらえ方が意

味体持IJ化され，客観酌に攻j)，深まったか。

ォ e7..，・3 ・?の問題につ同て 、件 R ‘ | 

力、κをはなしてやるふさや，父の気持ちを文隼全体の表J現にιD主主味iの集約が行キ少ト ，-主観的， 一
面的合とらえ万から，総、合的に深川とらえ;方をすでるようtrck守たか。

i実験授業学級の授業前の調査

実験授業主主級l吃ついては.授業前の子どもの説みの様態が民業後， .どの4ように変わったかをみるため，

調査問題Rと同じ問いを授業中lζ行k¥，0，子どもに与えた学習1カート明記録さ也たo じの発問は，①か

ら⑤の各部仔宍指導bてはいる直前(1(行まい記録さ?士た、ものであ~O " なおとの作業は， 、消査.([).cね.bいのほ

かK作業生学習trcよる子どもの主主習への参加，主体的掌習，思考の深まりなどのねら!いな、もっτ行なった

ものlである。

く注と〉以後，問調査を描門題RY日ゐJ~..;業後、の調査閉じ手，授業前?の地!といえo --' 

プ，I -
5・6の問題Kフいてエ

ラー

ィー

1弓.J ，~ ・ 1

)
 

円
，

a(
 

ト

fFトぷ7LEt実験援業および調査の結果たその考察 ι ー一

.寸守二 i，ìi~，二 ♂ 

l 1 調査の結果
、〆Jさhτy;.乏 、ソ、IJ凡3干's ':¥1ふふlヌ)."""..... 、，)ヲ?、，~; 斗コ( Iに μt守吋旨1除主 J人、

!調査結果の築計 - ζ;:.， ，-.'ハ -Iリ3 全仁~:iコ沖1
圭訊崎査問題Rκ対する子どもの応答を評価の視視，点カか‘4七2.c.i¥今今トR:戸dて(，到達旦操作達、快fヒ点問主尾iモtEft-各掌締どと

および各問題どとの人数の集計は〔表2J(Q-:と斡りで鼻る'?~ • F~ j._ ""_ c'" ~ :、i1'，;" 

、F，、、-

-
- .~_ I 
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L

研
対
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リ

問題番 号 p 雨戸.;ri:¥.:，;，:-

4 5  6 7 8 9 
y 勺 了、 べ ... ....'1 ".む」コヒヰ句'・ 2オ 'R_;，.t:J
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1 7 1 5 5 2 1 2 2 中 1 8 4 _ 

2 A ・5・b 4 2 
~ 2・2桜 2 9事長※ 14 2 5※ー ミ3※ 2 0※ 包- 千‘5 .6 

.・

， 1 6 2c 2ごε ー 6， 2. 9 ， t 6 1 0 1 1 、5

次 A ・5・c 3 9 
』 ー九ー.一~ 

4 

2 0 1 6 1 3， 2 5 ・-2: 1 1 8 1 6ヲ ω ?、
B ・6・a 4 2 

3 4~縦 ‘ 3 7~滋r-E 3・2獄 、32 2 8※ 2' ;r法 ニ20※ 2 空ニ
3 

2. 5 ，礼 ~LQ-~， I 1 5， 2 ~7 -2.γ4 t! 1. 1 Q-~2- 6 
B ・6・b 4 3 

5・4※ 3 8・総渓 2 6※ 3 5※ ， 3 4 2 2.・渓 r 5_， C~ '1 1 
次

1 5 2 0 ? 2.6. _"，: 2'.')c ，..1 3 -，-8 4 

B ・6・c 4 3 
J降， . 

<注〉。対象学級の項のA ・6. Cは， A小主主枝 ・6年 ・c組を示す。

o 1次， 2次， 3 次各研究対象者宇:z:"ce組は比較掌級てであ!?，， ;:授業をー行~オヲデ戸したがっ干てj受業

・後の調査も行なわない。 "叶・¥

o a組， b組の上下対の数値は，上段('I授業前，下段怯援業後の潤を結果の人数を示ナ。

。数値の右恨11<0-※は畏巣前の調査と授業後の罰金結果、がとよ tug答者の比の差の検定を，-=単級別

問題別K行在 った結果，危険翠 5%以下で有意差の認められるもの ，・従来除問じ<~ 1も労以下

の危険率で帯意差の認めらねるーものを示す。 d • J-r 
(2) 調査結果の概観 、f4rYぶ..'-モ .J4 必需J.~~ .: f，J.:=~ ~.~ ~f r j .~-~ ・主同号}呉川、?

ア 実験授業主主級と比聡学級との比較 ':11r r-'Jふ.;:[， 'V'・1lhn  fタ '7 ，( Af11ι\'~~"~ 与'.、J ニ

各実験授業学級~お付与生後業前'6f受業後の調査結果ば， 各問題につ同吋授築後の誹1査の方式手優位であ

る。また，実験授業生級の授業後の調査結果と， 比較学紛の518査結果も前者の方が優位だあるもよ・しかし，

前(fCも述べたよう(fC，実験群 ，統制君主が成立じ怠¥()1't:!o.'両者の聞の有意、差の検定は意味::OH1'歩い。

との両者の比較Kよる宣告祭は，以後，参考と t三て述べるKとどめるo._j沿い 王 出

イ 授業前と授業後との調賓結果の比較 rψ l.bri¥ 同許可ーも占士守'，\~. て一三事 。
実験授業主位紛と比較~r'JV との比較は:段味がうすいため. ~1受業学酔a ハ b ~れそ汁L!'(フいも授業前

と授業後の調査とをよ包粧し川頭者五2間β起の差@検定倉時絡先IJI'.:-I喝短期~K行，なった。ヘ f _ ，. ，1 

その結果 I 1次 ，2Vz.3次の!聞であとの実験授業会え締vc1.l-・ .0-路左右意差のある問開~~~ <念ってい
る。 1次授業自主級のよう1'(，有意な問問の少ないさ羊級Kついては，授業の実療との相互調係で考たられ

1J.ければならず，授業の実際か.2検討，ミれ左中ナれは11ら念い。:安部有意と認められる問題の多ぬ艶紛

Kついても ，授業の実際との関連で，検討されな巾ればならない。主τ，.L..、_...") jjj 

I~" ~ ( 1 \~ ~ ..-荷山 tl ・~ I 
2 実験授業 .調査の結果とその考察 ‘ 『

読みの継時性K即する文学的文章の読みの指導法を検討するために，きさK昨年度の交主主院文章の子

どもC読みの様態調査の結果をもとU亡して研究仮説を設定し.さらがE一紋的念作業仮説，次いで教材，

「子が陀J1'(即する具，体的な作業仮説を設定した。そしてζの作業仮説を実証するため，教材「子が開

花ついての実験授業と調査とをさきに述べた計画と内容とで 1次研究対象群がら順次同じ条件で行をつ
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:，'， 

た。

ζ とでは.f受業と調査の結果とを対照しながら，読みの継時性K即する文学的文章の読みの指導の成

果Kついて検討し .ぎらK文学的文章の読みの指導ょの留意点や問題点を明らかKしたい。

実験授業を行念tった各実験喪薬学級院ついての共通の条件と して次のことがらがあげらねる。 .

7 1IIの研究の内容と方法で述べたすべてのとと。

イ 指導者と学級の子どもとは，ぞれまで一面識も念かったこと。

ウ 指導者は，学級集団の組織や内容lそフいての予備知識が全然、無かったとと。

エ教室での子どもの座席表を作成し，使用したとと。

ーオ テープコーダー 1台で金授業を録音した乙と。

カ ?日分授業のうち 45分後VC1 0分の休憩をとったとと。

(1) 読みの継時性に即する指導の結果とそのう診察

教材「子がVCJVCついての笑験授業は. 1次.2次.3次研究対象若干のa. b学級計 6学級に行なっ

fたが，その中で授業前と授業後との調査の結果〔表 2) ，有意、と認められる問題の最も多かったB校 6

年のa学級K例を取り，その授業の実際、を述べ，調査結果と対照し，読みの継時性K即する指導の観点

からの考察を述べる。

読みの継時性K郎する授業の意図ゃ，その結果・考察左どを明らかKするため，授業の各問題場面ど

とに作業仮説を再掲し，授業記録，調査結果，考祭の|際K述べる。

なお，との学級の実験授業の対象児童，笑施期日などは下記のとおbである。

ア 対象児童 5次研究対象群 B校.6年.a組 4 2人(男 24人，女 18人)普通掌級

イ 授業 ・調査の実施時日

。実験授業 1 2月5日 2時間(9日分)

白調 査 1 2月6日 7 0介

。指導者 教育センタ一所員 沢田勉

(1 J 導入/部

Tl きょうは，子がドての文章につhて勉強をします。員初Kζの文章Kはどんなととが書いて

あるか考え念がら一回読んでください。

P全 読む0 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

T2 はい，やめ~さい。とのお話Vては誰が出てきますか。別のととばでは登場人物と言います

が0 ・・・・・・・・・誰と誰7う:出てきますか。 ......K君

P.K .ふきという子ども と，そのおとうさん。

Ts ほかK出てくる人はありませんか。人では乏いが伺か出てきますね。 ......N君

P.K 子がKが出てきます。

1、会 はい， きょうは，海へ子がKをはなしてやるふきの気持ちゃ，その時いっしょに居たふき
..，;....吾妻ミ

のおとうさんの気持ち.:tきrJ:二子がに，ふきとおとうさんの聞の気持ちはどんなであった

かをねらいKして勉強をしぜす。
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T. それでは，先生が 7回読みます。ふきやおとうさんの気持ちはどん念だったかを考え念が

ら聞いてください。途中でわからない字や，意味のはっきタしないととばがあったら， 自

分でその意味を想像し念がら聞いてください。

T. 読む0 ・・・..一…一一 ………・・。 ノ

T7 はい，それでは，むずかしいととばを簡単K調べます。

文章の下\'L①，②~どと奮いてあるのは，文章の場所がよ〈わかるよう Kつけたのです。

その番号を見て文章の部分を言ってください。

Ta ①のふiてあいという ζとばはどんを意味でしょうo

P.N Vてあわをいという意味です。

T9 ②のまぶたKうかんだの，まぶたtてはどん念意味でしょう。

P.I ふきの心や，ふさの自のととです。

TlO 1l景は，みんなのよく使うととばlて言いかえると....・・0

V 景色。

Tn あbありとうつって見えました。は，はっき bと今ヮ・ 2て見えましたですね。

TI2 oの終わりの方の無心K遊んでいるありさまの無心とibりさまはどん念意味ですか。
p.w 何も考えず，むじ宇きK遊んでいる様子です。

T13 はい，それでいいでしょう。 次の③の部介の路地は家と家去、 ソl、さ宏道の意味です。

はでもしられずは，はてし左〈。つら念つてはつ念がってです

Tl4 次に⑤の部分の夜自は，夜見るととで，ととでは，波は夜でも自〈見えてと考えていい

でしょう。ほかにも意味のはっき bしないととはがあるかもしれませんが，自分で文のつ

ながP方を煮えて意味を想像してください。

T日 それでは，先生の読んでいる間Kふさやおとうさんの気持ちを芳えをがら聞いてし 2たと思

いますが，文章の初めの方から順に調べましょう。

導入部kてついての考察

指導者の掌校・学級への向張による実験授業のため，導入は，掌習目標の確認と内容の読み取りK必

要と思われる程度の語句の解説にとどめた。読みの継時性に閉する読みの実験授業であるので， 1次感

想Kフいての話し合いや，主題についての見とおしも行?をわをい。通読も行左わず，授業の最初めらと

の文章の冒頭部の内容の読み取りKはいb文脈をたどり意味体制化の指導を行なうのが，継時牲に即し

た読みの本米の;右法であるが，語句の読みや意味(iCついてのと Dえて指導の計画はえてられ念かったと

とと，内容の読み取りK重点を置いた実験授業であるととから通託および語句十てついての簡単左指導も

行なった。

[2J ①の部分の問題場面

乱作業仮説

文章E言明昔日の子がにじついての具象的な表瑛に対する、印象や輿阪などによる子ともの三九'~I: ご 叶】強い

-1 7ー



とらえ方は、続<@以下の文章表現を読み進まゼることにより正しく意味限定をする。

b 授業記録

T. ①の部分を読んでもらいます。 ......5宕。

p.s 説む。 ・・"・・

1'2 今 ，5君の読んだ①の部分Kはどんなととが訟:いてありますか。 ・ぃ・・・Hさんo

P.H さか~屋さんからもらった子がl乏のととです。

P.5 さかな}呈さんからもらった子がKの織子。

T3 はい，それではとの①K畜かれている子がKの様子にどん在感じをうけましたか。・・・・・・そ

の答えをとの生習カードの 1枚目(1[奇いて〈ださい。

p~と 君子〈。 ・・・・一・…………一-…一 。

T. 普いたのを見ながらでもよいから，①vc高かれているチがKの様子Kどんを成じをうけま
しfrか。発表してもらいます。 ......N君。

P.N 体K似合わずはさみが大きいというから，ちょっとユーモア念感じがする。

T5 はい，ほかにどうですか。

P.H 子がtては，早〈海へ帰りたいと思っているようでナ。

p.y ぶるぶる足を動かしているというからかわいそうな感じがし吉す。

P.I ビーズ烹.のような自と書いてあるからかわいい感じもする。

T6 先生の考えたいろいろの感じですが，かわいい ・かわいそう ・おもしろい ・ふしぎのよう

~めずらしいような左どのうち， みんなはどんな感じをうけをしたか。 ......N さん。

P.N ぶるぶる足を溺1かしているからかわいそう念感じです。

p.y かわいそうな感じです。

T， かわいそうな感じのする人手をあげてください。

P 挙手 約 10人

T6 かわいい感じだなと思う人手をあげて〈ださい。

P 挙手 約 5人

TQ おもしろい，ユーモアがあるよう左感じをうけた入手をあげてください。

P 挙手 約 10人

T.o めずらしいようを ，ふしぎ念 ような感じをうけた人手をあげてくださいe

'P 挙手 約 5人

T" それでは，みん左ひとりひとり@の方も読んでみ念さい。

P会説む。 -…………………一 。

T.2 ②liL書いてある;意味もいっ しょ K考え合わせると①に普いてある子がf'CV様干Kどんな感

じをうけますか。 ......Kさん。

P.K 親子のかliLiJl海で楽しく遊んでいるのに，とのかKだけ一匹でとζKいるからかわいそう

です。

P.M Kさんと同じ感じです。
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p.o 早〈海へ帰りたい様子左のでかわいそうです。

P.A 二つの自が，ぴかっと光っていて何かを見つめているように書いてあるので，かわいいよ

うふ海へ帰bたがっているようi.r感じです。

T阻 みんn-はどう思いますか。かわいそう在感じのする人手をあげて〈ださい。

P 挙手 約 2U入

T" かわいいという感じのすあ人は......0

P 挙手 約 15人

T" おもしろいや，めずらしいような，ふしぎのような感じの人手をあげ念さいの

P 挙手 約 5人

c 調査結果 (問題 2の結果)

授業W! 2 0人/42人 授業後 3 4人/42人 ( ;有意である)

比較さ三級 10人/43入

く注>2 0人/42人は，調査対象児童 42入のうち 20人が問顎 2の評価の視点からみて作業仮説

にそった望ましい応答をしたととを示す。比較掌紗(1. 13・6 ・8と同じ実験者宅のc組であり，

「子がに」の授業は行7をわれず，調斎のみ行在った結果である。

有意である。は医薬前の調査結果と授業後の調杏の結果との比の差の検定の結果 ，差が有意、水

準 5%をfdi1 %で有意である ζ とを示す。

d 考察

ア ζの①の問題場面での中心となる発問は，との場面K害かれている子がにの様子を子どもがどうと

らえているかを同うととKより，ふきが子がV亡をどう思っていたか令読み取らせるためのものである。

ふさのチがvcVL対ナる気持ちを聞くよりも直接子どもの子がVCvr.対する感じ方を問う方が，とらえや
すいので，との発問を行なった。ま7もとの冒頭文の子がVCVL対する気持ちを正しく去らえさぜる こトVて

よ9.文脈の展開に伴う ふきの気持ちを文脈K閉して正し〈とらえさせゐために行在った発問である。

イ 文章の読みWあたって子どもは未銃部分を予怨して読む傾向をもっておれまた，乙の冒頭のよう

念具象的念表現K対して，子どもは主観性の強いとらえ方をするが，それらは続〈文章を読み進ませる

ととにより意味、限定されるという読みの継時性κ即して指導を行なったのでゐる。

ウ 授業前は調査結果Vても示されてhるようVC，4 2人中 20人の子どもが，未読部分②への文脈の展

開に即した 「かわいそうJ 1"かわいい」などのとらえ方をしている。他の 22人の子どもは， 1"おもし

ろいJ1"強そうだJ 1"いは'っているJ 1"ユーモアがるる」左どと表現の具象性K主観性の強い応答をし

ている。比較学級cでは，大半の 33人の子どもが，とのような主観的を応答をしている。

全研究対象学:級の調盆結果を分析し， また，子どもの読みの様啓調査でも明らかvcだとったととである
が，さきK述べたよう念主観性の強い応答をした子どもは，成績下位群の子どもほど多<，また， 6年

より 5年，特K男子に多い。そして，とれらの応答をした子どもは，続<@以下の心情の読み取りでも

①の部分ての強い主観的をとらえ方が支配し，怒意的念読みや曲解した読み取りを行ないやすい。(C表

五〕を参照)

他の研究対象学級の場合も同様であるが，との冒頭xvcお吋る主観的な とらえ方は，未説部介②を読

- 19-



み進ませるととによj?，容易VC@の意味内容eVCょb意味限定が行なわれ， [""ぶるぶる足をふゐわしてか

わいそう7もJ[""ビーズ玉のよう念日でじっとどとかを見つめているのはかわいいようをかわいそう在感

じがすゐリのよう K文脈陀即したとらえ方をするよう VC~ る。授業後の調査では 3 4人の子どもがとの

とらえ方をしている。

エ ζの学級の場合は， T sの策問に次〈・p.Y.P.Iの応答のようK比較的①から@への文脈の展開K

即した応答が，支配的である。他の笑験授業主並級では， T.!て次ぐP.Nのように「ユーモアがある」とか，

「強そうだJ~どの主観性の強い応答もかなりあった。 ζの組のようK教師の意図にそった応答が最初

から多い場合は，そのとらえ方を定着させ，また，それを深めるためtても，相対する意見を出して話し

合う指導がたいせつである。他の問題場面ゃ，他の学級の授業でもみられたようVC.授業中の現象面で

は，教師の意凪した方向K子どもの大部分が応答してhると思われても，あとの調査結呆ではそれが多

〈の子どもK定着してい左いととがあるからである。 T.の発問はそのととを考えて行なった。子どもが，

ひとりひとり読み取ったことを答観化して再確認するように行なったのである。

〔表3J 子どもの主観性の!浅いとらえ方の傾向 く往>

児童 成績

A男 上

B 11 上

C 11 上

D (/ 中

E (/ 中

F (/ 中

G(/ 中

HII 下

下

J (/ 下

A女 上

B 11 上

c (/ よ
D 11 中

E 11 中

F (/ 中

G (/ 中

HII 下

1 (/ 下

1 J 11 下

問 寵

2 5 4 5 6 7 8 ? 

o 0 0 0 0 0 x 0 
o 0 x 000  x 0 
o 0 x 0 0 0 0 x 
× × × 。× × x 0 

000  x 0 0 x 0 

o x 0 x 0 0 x × 
× x 000  x 0 x 

ーx-x x 0 × × × × 

o x × x 000  x 
x 0 x × × × 〉え × 

000  0 x 0 x 0 

x 0 x 0 x x 0 x 

o 0 0 0 0 0 0 x 
000  x 0 0 x 0 

x 0 x 000  × × 

x 0 x 000  × × 

o x × 。 x x x 0 
× × × × × × × × 

× × x 0 x × × 

o 0 x 0 x 0 x 

口との集計は乙の学級の長業前の調査結果である。

o児童は，国語成績，上・中 ・下位群K分け己席簿

の願VCあげた。

。男子 10人，女子 10人を上位群・下位群3人，

中位群は 4人をあげた。

。Oxは評価の視点からみて， 0は表現VCfiPした望

ましい応答を示し， Xは文脈からそれた主観性の

強い応答を示す。×の具休前走応答例は次のとお

Eである。

問 2 いばっている・ユーモアがあゐ・強そうだ

ぶかっ ζうだ ・おもしろいかっこうなど

同5 遊びたがっている ・子が陀がかわいそうK

をって・海で遊ばせたい・親vcあいたがってい
る左ど

問 A 親と遊ぶのを見たい ・早〈逃がしたい・昼

は人にてコかまらない ・子がVてのおよぐのを見た

いなど

問 5 との問題については，主観的というより，

海べの情景描写の惰i'Jt¥VC合わ念¥r>，きもちがわ

るい・ Kぎやかだn:どの応答である。

問 6 静か-さみしい念どの情調K合わ念いとら

え方をした応答で，たのしい・うれしい・よろ

とぶなどである。
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問 7・B・? うれしい・さみしい ・ほめる・なぐさ

めるなどの一面的なとらえ方をしたものである。

〔表3Jの説明

前K述べたよう V(， ある部分，特に冒頭部の表現K対する，子どもの主観性の強いとらえ方は，それ

VL続〈部分の表現のとらーえ方も，主観的vc1.r !Jやす<.支え，恋意的VL7を!:J.曲解VLも連1.rりやすいと
とが〔表3Jでも，そのおお工そがわかる。

いま，成績下位群のJ男についてみると.問題 2は×であり，主観性の強い応答をしており，続〈問

題 5は.0であるが. 4以下全部×で. 1同様VL主観的な応答をしたか， もしくは，一面的左応答をし

ている。上位群の子どもでも.B女のようvr.問題 1が×で，主観的な応答をした子どもは，以下の問
題でも主観的1.r.もしくは，一面的左応答が多いようである。またその反対K問題1がOである場合は

おおよそであるが，その反対のととが言える。とのようえ1:.子どもの表現内容のとらえ方の傾向は.40

年度の読みの調査や，実験授業の場でも感じられたものである。

[3 J ②の部分の問題場面

a 作業仮説

②の部分のふきが海にいるかにを想像したことについての子どもの素朴な感情移入は、既読部分①を

想起させ、もしくは再び読みたどらせることにより、女主主表現に却したとらえ方をするようになる。

b 授業記録

T1 それでは続いて②の部分をKさんK読んでもらいます。

P.K 読む0 ・……………………・ 。

T2 との①の部介Kはどんなととが書いてありますか。 ......K君。

P.K ふきという子が，子がKを見て想像したとと。

Ts どんをととを想像しましたか。 ......N君。

P.N 暗い海の底Vて親，ilqrcと子がにがいっしょK楽しそうK遊んでいるとと。

T. ②の部分で，子がUてを眺めていたふきvrどうしてとんな想像がうかんできたのでしょうか。
その答えを 2枚目のカー ドに書きなさい。

P全 書<0 ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ e。

も はい，それではカー ドを見てもいいから，ふきKはどうして ζん左想像がうかんできたの

でしょうか・・・ ー-発表して〈ださい。 ー.....1君。

P.I かわいそうVC1.rったから。

P.K はさみをぶるぶるふるわせて，むじゃきVて遊んでいるのを見たから。

p.S 子がKがひと bぽっちでかわいそうだから。

P.N +が(.:rがす'_r-;-.~ ?ずと足を動かしたり ， はさみをぶるぶるふるわせている様子から。

T6 ti..-.，みん左左か1.rかよ〈読んで答えたと思います。ほかの人はどうですか。自分の考え

を①C万全ふりかバ _-r:もう 1回読んで確かめてください。

。。
む読会PA
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T， はい，①を読んだ"f.tかみを考えて，子がKを眺めていたふきにどうして ζんな想像がうか

んできたのでしょう。意見を発表してください。 ......N君。

P.N ビーズ玉みたいな小さ左二つの包がぴかっと光っていて何かを見つめているようK思われ

ました。というととろからとういう ζ とを怨像したと忠、います。

p.S そのか~a，仲閣も無<，親も無<1 m;して足をむずむずと動かしているようでかわいそ

うだから。

P.I ピーズ屯みたいな小さな二つの目で伺かを見つめているよう?まととるがかわいそうになっ

てe

P.K 子がKが足をぶるぶゐふるわしているのを見て.海へ帰りたいと思ってると思って。

T. Kさんが言ったようK足をぶるぶるふるわしているのを見て，かにが海へ帰りたがってい

ふと思ったからと同じ考えの人手をあけ念さいe

P 主義手 約 15人

T. 1若の言ったようKビーズ玉みたいな二つの目で何かを見つめていゐので，海へ帰りたい

のだろうと患って。と同じ考えの人手すそあげなさい3

P 挙手 約 10人

T.. たった-gでいるのでかわいそうになって怨像したと思う入手をあけな事い。
P 挙手 約 5人

C 調査結采 (問題 5の結果)

授業前 1 6人/42人

比較ぎ:級 20人/43人

d 考妻美

民業後 3 7人/42入 (有意である)

ア と ζでの中心となる発問は，①K具象的lモ摘カ通れている子が~を見てふきが想像した理由を問うと

とにより，ふきの子がVC(1[対する気持ちをとらえさせるためのものである。

ィ 子どもはとの発問に対して， iかわいそうK念ってJi海に帰bたいと思ってJなどとふき の気持

ちに対して素キト在感情移入をしたとらえ方をする。とのよう左とらえ方は，①の部分を怨起させるか，

再ひ説みたどらせることKよって，①の具象的念表現K即して，よP深い立場からとらえるようK在る

というととを考えて指導したのである。

つ 後業前の調査結果ゃ，比紋主主級の調査結果Kホ表われているようκ，掌級の半数近〈の子どもが文

脈~I!Jlした正、答をしている。その他の子どもは， i子がKがかわいそう KなってJi親を思い出してj

などと素朴ではあるが，との場面の表面的1:.感情移入lてよる主観的左とらえ方をしている。

とのよう左とらえ方をしている子ども(1[，読みの継l時性(ぞ則し， 既説自I1分①を想起させ，あふいは，

T号び読みたどらせる指導Kよt， rビーズ王みたい念小さな二つの目で何かを見つめ考えているようだ

から。Jrはさみをぶるふる動かしているのを見てかわいそうK在って。」と，より文章表現に即してふき

の心情をとらえるようK念る。ともすると，主観Kとらわれ，恋怠:的をとらえ方をしやすい子どもの読

みは，文脈V(即して，よ り深い立場から心情を味わうようKなると思うのである。

授業記録の T7 の発~J11'L次 <'P.N ， p.S， P.l .ド.K などの表現(~RIJ したとらえ方を した子どもは，
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虚業前(!(1 6人であったのが，綬業後は 37人と大部分の子どもか表現れ即したとらえ方をするように

在る。とのよう(IL， .c.'t脅を味わわせる足元みの指導tておいて，特κ文章小宮己資や前半では，文脈K即した
とらえ方をさせてお〈ととがたいせつであると思う。 ζれらの;意所内平等がえ章の後半十てある主題的なも

のK迫るもののとらえ)H'C集約されゐからである。( (表 3)参同)

ζの場面の授業全体をとおして.読みの継時性(IL悶]し， T 5の発|唱に対すん P.Iの応答κ続いてP・k
p.s ，さらに P.Nの応答へと次第K教師の問いVてついて考え，せた友だちの E表を聞きながら文脈(IL]:l!l

していく発裂がみられる。続いて，①の部分を再び読みたどふととKよって，さら陀P・Nのよ うK文脈

:I'(IlPしたとらえ万が大部外を占ゐるようVCf.:る。

特』て，との場面で，読みの指導技術を高度(IL駆使したためでは念い。継附'1":.1E即する読みは，子ども

の自然、の読みの中K本来あ~からだと忠われる。

(4J ~の部分の問題場面

a 作業仮説

@の能分のふきと父との真剣な会話についての子ともの主観的なとらえ方は、たいせつな語句を契機

として、既読昔s分@を想起させるか、もしくは再び読みたどらせることにより、表設に即してより正し

く深いとらえ方をするようになる。

b 授業記録

れ ぞれでは， 次の@の問介をS君読んでください。

p.s 説打。 ・・・・・・

T. 今， s君の読んた部分で，ふきは1iぜ陪くをった海へ子がUてすはなしたいト宣告えたのでし
ょうか。答えを五枚目のす7ード:ι書き t.tさい。

P全 1'"f <。 ・・"・・・・・・・・・・・・ーー・・・ ・・・ 。

も それでは，カードK書いたととを見て符えてもいいし，今考えているととでもいいから発

表してぐださいのふきはなぜ陪〈なった海へ子がKをは念したいとをFたのでし ょうか3

P.N 昼間だと人が海岸VClr>てつかまるし.夜は人がい念いからその時K海lて逃がしてやりたい

から。

p.s ぼくほ，ふきは夜の海べを忠保したから，そうやったと守、いま・す。

T! N f¥の意見とちがいますが，@で夜のがを想像したからかκを海へ逃がしてやろう とヨ皆え

たというのでナね。ほか~c ......s さ んe

p.S S若と同じです。

P.T S宕と同じです。

Ts S 13と同じ発えの入手をあげてください。

P 挙手 約 15人

T. それでは，N;g-の言った夜1-:1:人がいないので逃がしたいと考えた。止いじ考えの入手をあ

けとて〈ださいe

P 挙手 約 10人
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T7 て官、れでは，N君とも S君とも追って，自分はとう思う， こう考えるという入手をあげてく

ださい。....・6 さん。

p.s 夜Kなれば誰でも家へ帰りたく走るから子がにも夜になったので海へ帰りたいだろうと思

って。

P.K ぼくも Sさんと同じです。

Ta はい，それでは，@のはじめK海の小さな生き物は，海へ ，と奮いてあ!?，そのあとκ

が引いてあって，つきにふきはふとそう思ったのですとありますがーーは何をあらわして

いるのでしょう。 ......s君。

p.s 考えていることです。

T9 何を考えているのでしょう。

P.T 海K逃がしてやる。

p.u 海t'(帰してやる。

T10 みんないいですか。

P全はい。

Tll それからあとの方では「おとうちゃん，とれから，海ベへいとうよ。」と言うと，おとう

さんは ，r海べへ。もう， I!音〈念ってしまったじゃないか，ふき。 Jと言いましたね。す

ると， rだから，わたし，いきたいわ。夜の波の中へ，ちっちゃなかvc，は左してやPた

いんだもの。 Jと言ったね。 ζ ういうととろも考えて ，前の@の部分から@の部分を続け

てひとりひとり読んで ，ふきは念ぜ暗い夜の海へ子がKをはなしたいのか考えてどらん。

P全 読む。ー・・・・・・・・・・"・・・・・・・・ー 。

T12 はい。ふきはどうして陪〈左った海へ子が!t(をはなしてやりたいと恩ったのでしょう。

さつきまでは三つの意見があbましたね。

夜t'(;1:ると念んとをく家へ帰りたく在るから。というのと，

②の部分で夜の海を想像したから。というのと，

夜は人がい念いのでっかまる心配がないから。というのがありましたが三つの意見のうち.

①①を続けて読むと， どの意見がよいと思いますか0 ・・・・・・N君。

P.N S君の②で想像したからがよいと思います。

Tl3 先生はひとタひとりの考え方があってよいと思います。必らずζ うだとは言いきれ左いと

思、います。 ......Mさん。

P-M 昼だと人がいてつかぎるが，夜t亡をるとつかまらないし，親子で海岸を遊べるからn

P.N 想像したのも夜の海だし今も夜だからe

Tl4 そうすると S君の考えKちかいですね。 ......0s君の言った@の部分で夜の海を想像した
からは念してやろうという意見に近い入手をあげてください。

P 挙手 約 25人

Ti:; N君の考えも S君の考えにちか〈左bました。 Mさんの意見もありますが，まちがいであ

るとは言いきれをせん。しかし，文章をよく読んでみると S君主やN君の言うようvc@で佼
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の海を怨f象したからでは念いかと思い古す。

c 調査結果 (問題 4の結果)

授業前 1 5人/42入 授業後 3 7入/42入 ( ;有意である)

比較さ学級 ?人/43入

d 考察

ア @の部介での中心となる発問は，ふきが子がにを海へはをしてやろうとするわけを問い，ふきの子

がにに対する気持ちの推移をとらえさせるためのものでるる。ふさの気持ちをある時点で静的Kとらえ

させるので念<，たいせつ左ととばを契機Kして.ふきの心的合推移としてとらえさせたいのである。

別企言い方をすればふきの気持ちをとらえやすいようにとのよう念発問をしたのである。

イ 子どもは，ふき¢気持ちを自分の気持ちl乞おきかえ， 1"かわいそうJi親K合わせたい」在どの単

純素朴な J -主観的なとらえ方をし，文脈の展開からそれがちである。とのよう念とらえ方を，既読部分

@の文脈の展開I'O!Oし， しかも.正しく深い読みをさせる指導を衰え仮説を設定した。

つ 長業前の調査および比較学級の調査結果でわかるようVC，指通事前では文脈l'LJi!rしたとらえ方をして
いる子どもは比較的少走<. 4 2人中 15人，比較さ学級では 43人中 9人である。その他のチどもは，

「かわいそうだからJi暗〈在ると人がの念くてつかまら左いから」左どのとの期の子どもらしい素朴

な主観的なとらえ方が多い。また， 1"悔の生き物は海へ一一 と思ったから」念どの問いそのものの窓味

内容で答えている誤答も多い。とれらの応答は，成績下位君主の子どもK多いととも目Kつ<0 (表4]

との組の授業前の問題 4l'Lついての正答を成績上 ・中・下位群の別K集

計すると右の表のようl乞在る。との傾向は他の実験授業主主級でも同様であ

る。しかし，子どもI'j:，読みの継時性K即した指導により ， 容易Uて文IDR~て

そったとらえ方をする傾向をもっている。@の既説音色分を読みたどる指導

tてよ !J，容易に②の想像の意味休制化が行念われ文脈に即したとらえ方を

するようtてなる。

成績

上位群

中位群

下位群

者十

対象児童 正答

1 2人 6人

1 7人 7人

1 3入 2入

4 2人 1 5人

@から@への文脈では， 特~'( i海の小さな生き物は海へ一一」の文，さらKそれに続<iふきは.ふ

とそう思ったのですjの文がたいせつな展開の契機になっている。との文とあとの方の「だから，わた

しいきたいわ」の文を子どもKかえよ P念〈自を向けさせるととκょ9， i@で夜の海を慈f象したから，
子がKがかわいそう yc 念 9，夜t.r ら念おぎら子デ!Jt~てをはなしてや h たν、 jというとらえ方lに走ると思わ

れる。とのよう念子どものとらえ方は，他の長業主詑級での 「想像した海も夜で，今も夜だから」という

応答からも納得できょう。

しかし，子~も vc よっては ， i海の小さ左生き物は海へ一一」の文よりも.1だから，わたし，いきた

いわ。夜の波の中へ，ちっちゃなかvc，は念してやPたいんだもの。」の文の怠味内容がとらえやすい
ため夜の印象を強め， i夜なら人がいないのでっかまらない。」などの主観的念応答をする子どもも多

いようである。

との主主級の授業過程での応答~ともあったようl'L ， i昼は人がいるが，干支は人がい7をいのでっかまら念

いからιあるいは「夜VC1.rると誰でも家へ帰bた〈念るから。J:などは，子どもの感情や体験などの主観
的左とらえ方であるが，誤bと決めるわけ(frはいか左 ρ。

-25-



子どもはとのよう念主観的念とらえ方をとおしてとそ生き生きと文章Kたち向かうのである。しかし，

ζのさ学級の授業KもみられるようVL.子どもの応答を篠かめ，理由をただすため，筑読部分を読みたど

らせ，話し合わせることKよ.T.文脈I'Ci:!Pし，意味体制化し， より深い立場からその気持ちをとらえる

ようKなる。ともすれば，主観的左とらえ方から怒意的在とらえ方に在り，さらK誤ったとらえ方K念り

がち1i読みをただしていくと思うO

ζのへんVL.文学的文章の説みκおける主観性と事観性との統一，かねあいの指導がたいせつである

と言われる意味があると思われるC

(5] ①の部分の問題場面

a 作業仮説

この文章OJ:主題的なものに迫る子どもの感想は、⑥の情索描写の部分を読み隊わわせることにより、

その情調にそって変容し、より深くなる。

b 授業記録

T1 それでは，続いて次の④の部分をK主主読んでください。

P.K 読む。 ・・…・・・"・・・・・・・・・・・・・・ 。

T2 どんなζとが書いてあるかはよくわかりますね。ふきがいよいよかKをはなしてやるため

vc.おとうさんと悔岸へ行〈様子が奮いてありますね。との③の最初のととろに梅べの様
子が書いてありますが，それを読んでどんな感じがしましたか。カードUてその感じを審き

左さ加。

P全 蓄〈。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 。

T3 それでは，海べの綴子を読んでどん念感じがしたか，〆モを見ても，今考えてるととでも

よいから発表してくたさい。 ......K君。

P.K H音〈て，静かで波の音だけがずァーザ7と聞ζえて〈るような成じです。

1¥ K君と同じような感じをもった入手をあげて ください。

P 挙手 約 20人

p.S ちょっとだけどさみしい感じがする。

To さみしい感じもすゐと思う人手をあげてください。

P 挙手 約 20人

Te はい，ひと Dの人でも，ひとつの感じだげでは左く，いろいろ左感じが入り交じっている

ょう Vて思われまナ。自由に発表して〈ださい。

P.1‘ ひろびろとしたよう念さみしい感じです。

T7 星がきらきらと光っている空の下VL.夜の海ははても知られず，ぼうぼうとつら在ってい

P 

1'8 

て. I毎べ~はたえま念〈波のうちょせる音が. <りかえし. <りかえし，ひびいているの

であPました。とのへんを読んでどん攻略じがしますか。

。

それでは.@の海べの様子が奮いてあるあとの万1"(.ふきは，はい色のすなはまを，サク，
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サク，サク ，とふんで波うちぎわVといきました。 と書いてあ りをすが， 乙の時のふきの

気持ちはどん念だったでしょう。カー ド(![書いて〈ださい。

P 筈〈。・…・・・・…-一・・・・・・・・・ 。

T. ふきの気持ちはどん左た・ったでしょう。発表して〈ださい0 ・・・・..ー.M君。

P.M かににとってはうれしいが，ふきは友だちを失うのでさみしい気持ちだと患います。

P.N はい色のす念はまを，サク，サク，サク，と書いてあるので，ふきは，早〈かKをはなし

てやbたい気持ちだと思います。

TlO まだ ，ほかの考えの人あDますか0 ・・・・・・K君。

P.K さっき想像したととが実行できるのでうれしい気持ちだと思います。

TI1 そのほかの考えの人ありませんか0 ・・....N君。

P.N ②や③の方では，早〈燭iしたいと思っていたが，いざ今とをると友だちと別れるので，楽

しいよ う左，悲しい よう念気持ちだと思います。

T12 いろいろの意見がありますが，ふきのかにをはをす時の気持ちは，⑤のととろと深い関係

がありますので@のととるでなおよく考えてもらいます。

β 調査結果

問題 5の結果 授業前 2 5人/42人 授業後 3 2人/42人 (有意差左し)

比較主主級 2 6人/43人

問題 6の給果 授業前 2 1人/42人 授業後 2 9人/42人 ( ;有志差左し)

比較法級 2 3，人/43人

4 考察

ア との部分では海べの↑背景描写Kついての子どもの感じ取り方の問いと次いでその意味の体制化によ

j)，子が(之をは在そうとする気持ちを，その情調レてそってとらえさせる発問を中心とした。

イ 前記のとおり，情景描写の情調Kより，子どものふきの気持ちのとらえ方が意味体制化されるとと

をねらいとして仮説を設定した。

ウ 諦査の結果 ，問題 5は，情景摘写の情調をさみしρ ，あるいは悲しい左 どの情調で応答した子ども

が，授業前の調査で 25人が授業後では 32人(![1x!J， 問題 6のふきの気持ちκついて，子治qてと5JIJれ

るさみしさ，悲しさの情訴をも った応答は ，授業前で 21人が授業後では 29人K増した。

比較単級では ，問題5・4それぞれ 26人， 2 3人の応答があった。

ζの学級では授業後の応答;0;授業前の応答よりその人数が増してはいるが，向調査の結果についての

検定では，いずれも有意差は認められず ，偶然か，あるいは ，数回の読みに よる ものとも考えられる意

味のうすい誤査Kなった。 ζのととは，指導の意味も，したがって ，仮説の意味もうすいと言えよう。

との問題場面の， T.. • T.の教師の発問Vて対する子どもの挙手tてよる応答でもわかるよう 11[.海べ

の情景描写の情請については ，さみしい ，静かをどと蒋易K予想lそそったとらえ方を した。指導前でも

仁表 2)の調査結果tてみられるようK大半の子どもがとの工うをと らえ方をしている。したがって指導

結果とは大差が1xい。

読みの継時性VCflfJした指導としてたいせつ念と とは ，とのよう念情景排写Uてついてのとらえ方が ，続
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< ，ふさが子がUてをは7をそうとしている気持ちのとらえ方KどのようK意味休制化され，集約されたか
というととである。

との④の部分Kついてだけいうと，仮説の考え方が成立し，それを実証する他の分析の方法も考えら

れようが，ふきの気持ちをとらえるという主題に迫る問題Kついては，なかなか解明困難である。

との組C授業でも，あとの1、10の発問K次〈ーP.K，P.Nの応答でわかるように， 1"別れるのはさみし

いが ，は左してやれるのでうれしい」と，さみしい，悲しい左どの情調をもった応答では左<，①'@ 

③?をどの既説部分が意味体制化された ，総合的念とらえ方をしている。とのよう念とらえ方は，あとで

も述べるが，予想、していたよりも全文章の意味を怨起したとらえ方ーであり，より深いとらえ)Jと言えよ

う。また， ζれがほんとうの意味の，継時性K即したとらえ方であろう。

エ 文掌的文章の中にある情景描写の部分の情調は主題のとらえ方vc，念Kものかの影響を与える ζと

は容易K理解できる。しかし，具体的に ，このようなとらえ方からとのようなとらえ方へと深-;tj) .変

容したという解明はとの研究ではでき左かった。との@の問題場面での指導 ，および調査の結果は，意

味のうすいものκ1.lったが ，とれらのととを解明しようとしたものである。

C表 2J(rCより，各実験授業学級の，授業前後の問題 5・6の調査結果を見ると ，大部分のさ羊級で，

授業後の調査結果の方が授業前のそれよりも優位であるととは言える。

[6J @の部分の問題場面 その 1

a 作業仮説

@の部分は、本文章の終末部で、しかも、この文章中最も緊張度の高い部分である。子どもは、主題

的なものに迫る藷.句 .Y:.をとおして印象を強め、個人差によりその受け取り方にニュアンスの違いが

出て〈る。それらは、冒頭から全文章を読みたどらせ、意味内容を想起させることによって、総合的に

なり、深くなる。

b 長業記録

TI それでは，次はお話がどう念るのか左。 Yさん⑤の部分を読んでください。

p.y 読む。… ・・・・・・・・

T2 はい，との部分で「ほら，海へかえっていきな。」と言った時のふきの気持ちはどん念

だったでしょうか。自介の考えを次のカードK書きをさい。

P 書く。 ・・……ー…・・・…・・・・ 0 

T! rほら，海へかえっていき念。」と言った時のふきの気持ちはどん念だったでしょう。
P.K 子がV亡を海へ逃がしてやってよかったが，ちょっぴりさみしかったと思う。

P.N K君と同じです。

P.T 早〈帰してやろうという気持ちとさみしい気持ちが交じっている。

p.S ちょっとさみしい感じもするが，子がにが親がにの所へ帰れるのでよかったと思っている。

p.l( との子が(rC，殺の所へ帰ってしあわせになればいい在あという気持ち。

P-M さみしいが，早〈帰してやりたい気持ちだと思います。

T. 大きく分けると，子がにと別れてさみしい気持ちと，逃がしてやってよかった気持ちとK
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念るようですが，みん左どうですか。 ..-・・。

T. みんl.d(聞きますが ，さみしい気持ちだったと思う入手をあげて〈ださい。

P 挙手 約 20人

Td は念してやってよかったという気持ちだと思う人手をあげて〈ださい。

P 挙手 約 15人

T， 早 〈はなしてやbたいという気持ちだと思う人手をあげて〈ださい。

P 挙手 約 20人

Ts とれからも しあわせにくらし左さい，という気持ちと思う入手をあげてください。

P 挙手 約 1日人

T。 ひと Dでも二つも三つもの考えをもっている人がありますが，ふきKはそのようV'L，悲し
い気持ちとうれしい気持ちが入b交じっていると考えられますから，それでもいいでしょ

う。左ぜふきは ，さみしいよう念悲しいよう f.l気持ち陀念ったのでしょう。どとを読むと

それがわかbますか。との文章全体を初めから読んでどらん。

P全 読む。・考える。・・・・・…・-…..…・崎.. 。

T，o そとを見つけた入。 ..…・・・・。子がにと別れるのはさみ しいのですね。そのさみしい気持ち

は，下がV'LVL対するどういう気持ちから出てくるのですか。

P金かわいいと思っている。

TII その子がKをふきがかわいh と思っているととはどζK書いてあbますか。ふきがかわい

いと思っているよう念ととは，どとでわかりますか。

P.N ①の所のピーズ玉みたいf.l小さな二つの目がぴかっと光っていてと書いてあるあたりから

です。

P.M かわいいから夜K在って逃がしてやる。かわい〈念ければ逃がしてやら念いと思います。

T
'
2 そのMさんの言うかわいい気持ちは文章のどとでわかりますか。

P.K ①の部分からかわいいと感じたと思います。

P.S N君と同じようκ①のピ ズ玉みたい左-…-…・念にかを見つめているようK思われました。
の所からかKがむじ宇きに見えるのでかわいいと患ったと思います。

T'3 S君の言ったようなととからかわいいと思ったと思う入手をあげて〈ださい。

P 挙手 約 20人

T，+ そう。①の部分でみんf.l!tL I議じを聞いたら ，かわいいとか ，かわいそうだとか，た〈さん

の人が答えていましたから，ふきもみん在と同じ気持ちだったと思います。

T，. それでは ，さみしいとは反対vc，子がU亡を帰してやるのはいいととだ。早くは1i:してやり
たい。しあわせに暮らしなさい。などの気持ちはどの部分を読むとわかbますか。

P.N @の所で，親:!J!~てと子が(1"[がたがいK よ Pぞいながら無心K遊んでいるととを想像したと

とから逃がしてやってよいと思っている。

'1"8 今のN君の意見K賛成の人予をあげてください。

P 挙手 約 15人
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p.O ②の所で小さな "ñ.~.ζたらが親が~C とのっしょ Kたがいに.c!>ぞいながら遊んでいる所で，

ふさの見ているとの子がvcvcもそうしてやbたいと思フたから。
Tη O宕は，そのよう KしてやDたいと N君の怠見Kつけたしてくれたのですね。

T'3 ほか1'(，逃がしてやってとれでいいんだと思われる所はありませんか。

p.S @の所では，海の小さな生き物は海へ，ー←ーと書いてあるからやはり早〈帰してやりたか

ったのだと思います。

T，o そとで，ふきは海へは在してやるうと思ったので，今子がUてをはなしてやるととは，自分

の気持ちlて合っているのですね。 S君の考えと同じようK思う入手をあげてください。

P 挙手 約 10人

T20 そうすると， ふきのこの時の気持ちは，初めκK君やT君の言ったようVC，子がvcと別

れるのはさみしいが，自分の希望どおb子がにをはなしてやるのはうれしい，とれからも

元気で暮ら し念さい。というよう1'(.いろいろの気持ちが入り交じっていると考えていい

ですね。

C 調査結果 (問題7の結果)

位決前 1 8人/42入

比較学級 1 3人/43人

d その 1の問題場面の考察

授業後 2 8人/42人 (有意である)

ア⑤の部介は，との文2誌の終末部であ!>，しかも，ふきやその父の気持ちの最も緊張した場面である。

ζの場面で，ふきや父の気持ちが最もよ〈表現されていると思われる誇・句・文についてふきや父の

気持ちを聞い主題をとらえさせよう とした。その 1は ，ふきが，愛着を感じながらも子がKを思いやり

「ほら，海へかえっていき念。 Jと言って子がKをはなしてやる気持ちをとらえさせるための発問であ

る。

イ 本文中の最も緊張度の高い主震に迫るものの読み取bは.文章の冒頭部から全文章の意味体制化が

なされ集約されたものであ!J，全文章をよく想起し，もしくは読みたどるととがたいせつである。また，

緊張度"n:高ければ高いほど子どものそのとらえ方K複雑微妙合ニュアンスの速いが出てくる。しかし，

そのとらえ方は，各人各様であb左がらも，それぞれの子どもにとらえ方の根拠があり，否定できない

ものが多い。むしろ，ぞれらのとらえ方を総合するととによって多面的な深いとらえ万をするように左

ると思われる。以上のととから⑤の問題場面の作業仮説を設定したのである。

ウ 子どもは，との部分だけをよく読めば，一応，ふきの気持ちを正しくとらえるように思われる。し

かし，子どもひとタひと !>VCついてみると， i子がUてと別れるのでさみしいJi子がにをは念してやれ

るのでうれしいJiあとつかまら左いように」念どの一面的念とらえ方が多い。文章全体からうけるふ

さの複雑な気持ちの総合的なとらえ方は，との期の子どもKは閤聖堂なようK忠われる。

調査結果でも，総合的なとらえ方をした子どもは，援業前 18人だったものが授業後でも 28人であ

る。比較学級では 43人中 13入であり， 5年生ではもっと少左い。

しかし，との総合的念とらえ方をした子どもは，成績上位群ほどその比率の高いζと. (表2Jの全
研究対象掌級の指導的の品売食結果Kみられるように，予期したほどではないが， 5年生では各全学級8人
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から 10人.6年生では 10人から 19入の子どもか総合的念とらえ方をしている傾向からも，仮説に

示したように，読みの継時性f'C.Qじした指導がたいせつであり，また，成立すると思うので4とる。

設業の場では，一面的企応答が集成され，子どもは総合的に深いとらえ方をしたように主主われる。し

かし，授業後の調査結果では総合的なとらえ方をした子どもは予崩したほどK多〈ない。一面的な左ら

え方に相対するとらえ方を示して話し合うと二つのとらえ方を集成し，総合的念とらえ方をするように

思われる。調査が白由記述法によるため，とのような結果lてなったととも多分陀考えられるが， 子ども

は，一面的にわりきったとらえ方をする傾向が強いように思われる。

との学級の授業でr...最初からT3の発問Uて次〈・P.K• P.T ， p.Sの「子7';;VCを海へ逃がしてよかった

が，ちょっぴDさみしかったと思う。」買をどの総合的念とらえ方をした子どもの応答が多い。とれらの

応答は，比較的Jii.績上位の子どもKよるもので，とれらをさ三級全部の子どもK定着させるため， T‘以

下の発問，提示を行在った。一面的な応答例をあげ板書し，それκ対する応答を挙手によって確かめ左

がら，総合的なとらえみへの変化を見ょうとしたのでるる。

また， T9以下の発問のように，読みの継H寺性IrcRPして目頭から全文章を再び読みたどらせ，全文の

意味内谷を怨起させるととにより子どもの応答の筏拠を明確にし，総合的念とらえ方を定着させようと

した。

授業の結果は，前Vて述べた調査結果のとおT.総合的なとらえ方をした子どもが，調賓対象42人中.

授業前の 18入から L8入へと増してはいるが，授業の現象面の観察医みられたほどは増してい念い。

しかし，検定の結果，有意であったととは，授業前K総合的なとらえ方青した子どもは ，授業後も，

同じ〈総合的左とらえ方をした ζとによるものであり，をた，とれらの子どもが成続上位群ほど多いと

とから，との場面の指導の成立する ζとが認められよう。

他の実験提業学級では .(表2J!tLみられるよう K授業前後の調査結果!tL.A・6. aのようK総合

的なとらえ方iJi.授業前より援業後の方iJi劣っている学級もあり，指導上，問題のある ζ とそ示してい

る。子どもは自由記述Kより応答する時，一面的Kわpきった応答をしがち左ととから，どのようK定

着度を強めるかの指導方法の〈ふうが望される。とのととについてはあとで述べる。

[7J @の部介の問題場面 その 2

a 作業仮説

その 1(1(示した作業仮説と同じ。

b 授業記録

T， それでは次へ進みます。 ivまら，海へかえっていき念。 」と言ってふきはかにを海へはな

してやbましたね。そして「おとちち中ん。」と呼んで 「かに，海へ，はなしてやったよ。」

と言った時 ，ふきはどんな気持ちだったでしょ号。それ令次のカードに書いて〈ださい。

P全容〈。一

T1 はい， iかに，海へはなしてやったよ。 jとふ曹は，かK舎は没してやってからおとうさ

んvc知らせましたね。 iかに，海へはなしてやったよ。」とふきはどん念気持ちで，どん
な言w方をしたかも考えると，ふきの気持与がよく考えられると怠います。 ......1君。
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P.I ふきは ， かVL~ト逃がして しまったんだからさみしい気持ちじ平 ないかと患います。

P.N ゃっば!?rは念してやったよ。」だから 「はなしてやったよ。」と逸って ，普通元気K言
うかも しれないが， との時は さみしい気持ちで言ったと思いまナ。

P.H わたしもやっばbさみしい気持ちだと思います。

P.N 今まで育てたので別れるのがさみしい。

P.H N君と同じです。

P.T N君と|司じです。

P.K 子がKはみんなといっしょに遊んでいるのでは念いかと思っている。

お それは ，いい気持ちでしょうか ，さみしい気持ちでしょうか。

P.K いいと とをしてやって ，はればれした気持ちです。

T. それでは，逃が してやってさみしい気持ちと息う入手をあげてください。

P 挙手 約 35入

T. かにをは念してやっていい・ととをしたんだから ，うれしい ，いい気持ちもあるなあと思う

人手をあげて〈ださい。

P 挙手 約 5人

T6 K君の言ったよう念いい気持ちはあPませんか。さみしいというととだけですか。

P.N さみしい気持ちもあるが ，f.i iをしてやってよかったという気持ちもあります。

T7 みん念はどうですか。は念してやってさみしい気持ちと ，よかったよう左 ，うれしいよう

な気持ちのどちらですか。さみしい気持ちだと想、う入手をあげ?tさい。

P 挙手 約五 5入

'1・8 は念してやってうれしい気持ちだったと思う入手をあげて〈ださい。

P 挙手 約 30人

お さみしい気持ちとうれしい気持ちとどちらに決めたらいいでしょう。

P.K だってみん?t，その入その人の気持ちじキ左いんですか。だからその人の気持ちの中VL，

いろいろの気持ちがあるんではないですか。

Tl0 K君の今言ったととをみんをはどう思いますか。

P全賛成。

TIl 先生のきっき言ったζととはちがうようですね。先生もそれでいいと思います。さみしい

と感じない人はまちがいとか ，うれしいと感じない入はいけ念いとかは言われないようで

すね。しかも，ひと bの人でも ，かlてと別れてさみしい気持ちと，は念してやってうれし

い気持ちとが入U交じっている人も多いと思います。ですからふきの気持ちには ，かKを

ふさの願いどおりは在 してやってうれしいが ，また一方 ，今までそばにいたかわいい子が

Kをは在してしまったのでさみしい左ど ，いろいろの気持ちが入り交じっていると考えら

れますね。

とのようVL，ふきのうれしいようなさみしいよう左，また ，子がにの元気左ととを祈るよ

うな複雑な気持ちがわかり ，みんなはとの文章をなか左かよく読んだと思います。
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C 調査結果 (問題 8の結呆 )

授業前 1 6人/42入 授業後 2 7入/42人 (有意である)

比較学級 8人/43人

d 岩祭

ア その 2では ，その 1でふきが子がにをは7をしてやる瞬間の気持ちに次いで，は在してしまった直後

父U亡知らせる話の内容を契機Kしてふさの気持ちをとらえさせるた何うに発聞をした。

イ その 1でとらえたふきの気持ちK基づいて，子どもが ，その 1と同様K全文章の意味内容を想起す

るととKより総合的Kふさの気持ちをとらえるよ勺VC考え仮説はその 1と同じにした。全文章を読みた

どる作業は ，その 1で行在っているので略した。

ウ 調査結果をみると ，1"かKをはなしてやって，ふきはさみしい気持ちだが ，よいことをしてうれし

い気持ちだ。」などの総合的なとらえ方をした子どもは ，授業前の 42人中， 1 6人だったものが ，授業

後は 27人VCi.rり，その 1でのとらえ方とほぼ同じ傾向を示している。

〔表 2)により ，全研究対象学級の応答状況を見てもわかるように，⑤のその 2， (問題 8)に対す

る比較学級の総合的なとらえ方をした子どもはその 1と同様K低い。とれは ，笑験授業学級では ，その

1の問題場面で総合的念とらえ方をする万向に指導が進められているのに比べ，比較学級ではそれが行

念われ念かったためと思われる。が，やはり ，との期の子どもにとっては，総合的なとらえ方が困難で

あることを示している。

との部分の授業過程では，ほかにも検討すべき問顎があるので以下述べてみよう。

第 11モ考えさせられる ζ とは，とのよう念主題に迫る心情のとらえ方Kは，諸要因が微妙にはたらき，

とらえ方iてニュアンスの違いを生じさせるというととである。

その 1からその 2の場面K進んだ最初の発問K対して， P.Iの応答「ふさは sかKを逃がしてしまっ

たんだからさみしい気持もじゃをいかと思号。」のように「さみしい」というニュアンスで'k，;答する子

どもが多かった。との組の授業後の調査結果を「さみしいJ1"うれしいJi.rどの一面的念とらえ方をし

た応答を校討すると ，1"うれしい」よりも「さみしいjニュアツスをもった応答がかをり名い。

研究対象の合掌級についての問8の調査結果は〔表5)のとおりである。全学級を止おしてと¢学級

〔表5) 問 8VC対する一面的応答の分析 と同様VL1"さみしい」ェュア

|、内¥容、対象建若設手 1次研究対象群

A6a b c 

うれしい q 5 1 4 

さみしい ι 1 8 J ー，

その他 ヲ 5 1 1 

2次研究対象群

Asa b c 

1 ? 1 4 1 6 

1 1 7 5 

? ι 7 

3(!:研究対象君主

B 6 a b c 

5 1 5 2 0 

8 8 7 

4 5 3 

ンスの応答の多いのは ，A.

6 ・bである。 他の学級では，

「うれしい」ニュアンスのJi;:'，

答が多い。特Vて各比較学級c

では，いずれの学級でも「う

く注> a.bは授業生手級 ，cは比較学紛である。数値は人数を示す。 れしい」ニュアンスをもった

応答がたいそ号多い。

各比較学級の傾向からみて，子どもは一般に明るいとらえ方をすふように尽われふ。しかし ，授業を

行在った各学級では ，1"うれしいJ 1"さみしい」両者の差が少念〈在って〈るか，あるいは，との学級

のようVCiさみ しい」が多凶。とのよう左結果VC方ったととについては，いろいろの要因が考えられゐ
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が結論は出せない。

授業中，文章全体を読みたどり①の部分の印象が強まり「かわいい子がにをはをすのはさみしい。」

ととらえたか，また， I子がに」の全文を数回読み，子がにκ親近感を覚えるようにをったととも考え

られる。あるいは，④の部分の静かでさみしい情景を読み意味体制化したか ，また，①のふきが「ほら，

海へかえっていき念。」と言ったあとの情景描写の部分を;意味体制化したととも考えられる。

まえ，指導者の ζの文章の指導のし方で，①から⑤までの取b依い方十てかたよりが左かったかどうか

も関係しよう。 一方，授業中との場面における子どもの発言のし方Kも関係しよう。との学級では， T2 

の発問itCl欠ぐ， P.I ， P.N ， P・Hの応答が大き〈影響しているととも考えられる。しかも ζれらの応答

は， ζの場面十ておける最初の段階で出たもので影響は大きいと思われる。

さらに各掌級におけるひとりひと bの子どもの個性がζのとらえ万K関係している ζ とは当然であるn

以上のととから言われることは，たいせつな主題K迫る心情のとらえ方は，学級どと1(，いろいろの

ととが微妙に影響し会って，最後は，子どもひとりひとタレ亡よDニュアンスの逸いが出て〈るととであ

る。とれらを集成し，自分のとらえなかった他の子どものとらえ方も，文章全体の表現から理解し納得

するととにより，総合的で深いとらえ万をするように左ると思号。

第2V'C考えられるととtl.との学級の乙の場面の授業のように，巌初から一方的;trさみしい」とら
え方ばかPが出てくる場合('i.それらに相対すると らえ方を提示するととがたいせつであるととである。

それは，相対するとらえ万を子どもの中からとりあげるか，出走lハ場合は，指導者の万から相対意見

を提示して，その理由Kついて話し合わせるととにより，一方の意見が正しいか，あふいは両者，三者

の総合された芳え万が正しいか，あるいは，より深いかを汚えさせる ζとがたいせつである。 ζの際特

に留意すべき ζとは.授業者の方であらかじめ問題場面を想定し，文章の継時性lモ則す為文章の展開，

意味体制化される文脈および意味内容を構造的Kとらえてお〈 ζ とである。子どものいろいろの.心情の

とらえ方を総合し深める指導もそれK よって，誤j;l~(行 17 われるからである。

第3Vc指導よ常に考慮してい左ければ左ら?をいととは，各教材についての指導をその時，その時に応

じてたいせつ1'L行左うととは当然であるが，心情を多面的，総合的にとらえる態度を養っておくととで

ある。

との学級の場合は，との場面の終末の段階でP.Kの重要?を発言を契機V亡して総令的左とらえ方を「ふ

きの複雑?を気持ち」というととばに替えて説明した。しかし ，おしつけKなる ζと，また実験授業のほ

かの条件のため授業記録K示された程度にとどめた。

「文章全体を読むと ，IFさみしい』とだけ決めるわけにはいか在い， Ilちれ しい~ IFはればれした 』

左どいろいろの気持ちも入り交じっているよ号です。ほかの人の意見や説明もよく聞いて，とんな考え

方も，をたとんな気持ちもあったのでは左いかと考え合わせるととがたいせつです。 J.とのよ今な配

慮が常に必要ではないかと思う。

[8J @の部分の問題場面 その 3

a 作業仮説

その 1(1[示した作業仮説と同じ
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b 授業記録

T， 続いてふきが「かに，海へ，は1jしてやったよ o Jと言ったらおとう さんは. rああ，ょ

かったねo Jと答えましたが ，ζの時のおと今さんの言い方はどんを調子で言ったかわか

りませんが，それはおとうさんのζの持の気持ちによって違ってき ます。….'.，・‘・・との

「ある，よかったね。」とおとうさんにどんな気持ちで言っ允のでしょう。その答えを次

のカート.VC書き念さい。

P金 書〈。 ・・句・・・・・・・・・・・・・…・・・・ 。

T2 rああ，よかったね。」とどんな気持ちで言ったのでしょう。

PM ほんとうに心からかκを逃がしてやってよかったねと言ったと思います。

p.s かKを逃がしてよ〈ゃったよトいう気持ちだと思います。

P.A ふきは友だちを失ったという ζとで，ふきを慰める気持ちだったと思います。

Ts Sさんの言うようκかKを逃がしてやったので，ふきをほめる気持ちもあるが .S君のよ

うに友だちを失ったので慰める気持ちがあるのではないかと言今のです。みん念どうです。

P全 のいと思います。

T. Mさんはζの気持ちKついて伺か意見があるのですか。

P.M 慰める気持ちは念いと思います。

じ では今のMさんやS若.sさんの言ったととκついてみんなはrう患いますか。
P.H 慰める意見もいいけど， 1""いζとをしたねという気持ちです。

P.N いいととをしたといろ気持ちです。

p.y ふき ，よくやったねとほめる気持ちだと思います。

P.K Yさんと同じです。

Te ああ .K宕と S君はそとで盛んに討論をやっていふよ号ですが，それをみん左K発表して

ください。

P.K あの ，おとうさんは，ふさの気持ちを慰めるというけど，ぼくはおとうさんのととはKは

慰めるというととははいってい念いと思号。おとうさんはただ，ふきがかにを逃がしてや

ったよ。と言ったそのととに対してほめてやったのでは念いかと思う。

れ それκついてS君の言ったととは。

p.s ぼくは少し慰珍る気持ちもはいっていると思います。それは， rかに ，海へ ，は念してや

ったよ。 Jの言い方Kさみしい気持ちがあったと思うので，そういう言い方をしたん走ら，

おと号さんをら ，ふきの気持ちをわかってくれると思ちんです。それでそういう慰める気

持ちを言ったのです。

Ts おとうさんの言い万，調子を変えたり，また，さっきかκを逃がしたふきの気持ち念ども

考えると，そういう慰める気持ちがあったかと恩われます。しかし， K君にしてみれば，

どちらかというと ，いいととをしたのでほめる気持ちだと思うのですね。

P.K ょう〈考えてみると，ふきを慰める気持ちもあるのでは念いかをあと思います。

Tg K君と S君の言ったととは ，とちらが正しいとか誤りだとか決めKくいと患います。ほめ
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る気持ちがはいっていたと思う入手をあげて くださ11>0

P 挙手 約 25人

TJO いや，しかし，ふきを慰める気持ちもはいっていたと思う入手をあげてください。

P 挙手 約 2日人

Tu はい ，そうですね。かんたんKどちらかとは決めに くいと思いますね。さっき誰かが言っ

たよう K人にはその人その人の感じ万がさ~ t> ，どちらかと決めKくいと思います。との時

のおとうさんの気持ちにも，いろいろの複雑な気持ちが入b交じっていたと思います。

TJ2 いろいろとふきやおとうさんの気持ちについて調べましたが ，そのふきやおとうさんの気

持ちを考えJをがら ，その気持ちがよくあらわれゐょうκ読んでもらいます。みん1I.は，き

ょう勉強したととを思い出して，ふきやおとうさんの気持ちを味わい念がら聞いてくださ

い。 N君はおとうさんのととばを ，Nさんは ，ふきのととはの部分を読んでください。先

生が ，ほかの説明の所を読みます。

読む0 ・……………………一 。

授業終了

C 調査結果 (問題?の結果)

授業前 守人/42人 授業後 2 0人/42人 (有意である)

比較学級 4人/43人

d 考察

ア その 5では，子がKをは念してやったふきの，さみしいよう左，うれしいような複雑な気持ちK対

し父は 「ああ，よかったね。」と答えた。その父の気持ちは ，その時のふきの気持ちへの心の応答と

して，相関して翫み取る ζ とがたいせつであろう。 ζの意味で中心となる発聞をした。

イ との場合も，指導のねらいは，その 1，その 2と同様である。ふきの気持ちでは左いが，ふきの気

持ちKそって考えられる父の気持ちを ，多面的，総合的Kとらえる指導を意罰した仮説である。

ウ その 1 の調査結果を見ると，授業前の調査と比べ有意ではあるが，総合的念応答の比~は低い。

との ζ とは，調査対象Kした全学級についても 〔表2Jのとおり ，同じく ，総合的念とらえ方は，他の

問題の結果に比べその比率が低い。

との場面での父の気持ちKついての総合的1iとらえ方(r:J:，前Kも述べたよ今 (r[， その 2の場面で「か

に，海へ ，は7をしてやったよ。」 と言った時のふきの気持ちについてのとらえ方と深い関係がある。

その時のふきの気持ちKつhて一面的なとらえ方をした子どもは ，そのふきを思う父の気持ちも一面

的にとらえるのは当然であろう。調査結果の分析でもとのととは切らかである。

その 1の:場面で ，ふきの気持ちを総合的にとらえ，ぞれK基ついて ，その 2の場面でも総合的にとら

えるととによって ，この:場面でも，父の気持ちを総合的托とらえるようにフまるというように ，場面 ，場

面のとらえ方が相関しているのであふ。ょの複雑な 2次)3;1欠の相関について，との期の子どもは，是

か非かと比較的一面的，一方的1i見方，考え方で意味内容を読み取る傾向をもっておタ，最後まで総合

的左とらえ方をする子どもは少左い。<hゐ場面での総合的左とらえ方が容易で1I.いうえに，さらに場面

と場面との花関によ]?.なお総合的左とらえ方をするととは，左か1iか困難なよ号に思われる。
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との学級の授業記録でもわかるように，授業の現象面では，総合的左とらえ方を子どもはしたと思わ

れる場合でも，調査結果では ，それほど総合的左とらえ万が子どもには定着してい左い。指導万法の欠

陥Kよるものでもあろうが ，子どもたちは授業後，時聞が経過するκつれ ，多面的をとらえ方をしてい

たものが，自分の主観的左傾向lて合った一面Kついて，わりきって考えるよう K推察されるc

〔表2Jでわかるようvc，一般に ，その 1よりその 2，その 2よbその 3と，次第に総合的なとらえ

方の応答が少念くをっている。 ζれは ，調査を自由記述法で行設ったととにも大き念原因がある と恩わ

れる。

一万，文脈の展開からみると，その 1の場面の終末部で ，Iほら，海へかえっていき を。そういって.

ふきは ，手の中の子がvcを青黒い波の中へ・・・・・・・・・・・・が，ぞれっき.t，子がにのすがたは見えませんで
した。」の表現Kより ，何か緊張した場面が落着したl惑を与え ，Iもう逃がしてしまったんだから，さ

みしい気持ちです。 」と，とらえるか，あるいは「もち逃がしてしま円たんだから，うれしい，さっぽ

りした気持ちです。」というように ，一方的K止らえやすいニュアンスを与えるためとも思われる。

しかし，との 5の場面も含めて ，⑤の部分のふきゃ，父の気持ちは，冒頭からの全文章の意味体制化

され，集約されたものとしてみる時.いろ凶るK受け取られる複雑なニュアンスをもってがり，いずれ

か一方と決めるととはでき念い。

一面的ではあるが，子どもひとりひとりの感じ取b方の違h や，その感じ取 D方の根拠を ，読みの継

時性vcNPして，文章の官頭部から末尾まで読みたどらせるととによb確かめさせるととも(1(，さらに ，

多面的 ，総合的をとらえ方をするよう左指導がた凶せつであると思う。

との学級の場合は，そのろの場面の最初から， T2の発問Vて次いで， P.M ， p. S ， P.Aの応答のよう

vc，rかにを逃がしてよくやったよ ，という気持ちサ 「友だちを失ったふきを慰めあ気持ち叫左ど ，比
較的 ，多面的K意見が出た。そとで， T舎に次ぐP.Mの一面を否定する意見が出て ，かえって ，ほかの

子どもたちvc，再確認をする機会を与えて〈れた結果K在った。ちょうど両面の意見Kついて考えてい

る時 ， T6の提示K次ぐ ，p・Kとp.sとの意見が代表意見のように対立してチどもの前に提示され話

し合われた。 授業者が行左うべき，確認のための提示を子ども向身が行左ってくれた。そして二つの意

見が歩みよる主うに ，総合されていく経過がよく わかる。とうして学級の大部分の子どもも総今的をと

らえ方K脅さち着いたようκJ思われた。乙の総合的をとらえ方の定着度は，調査結果のとおりである。

最終のまとめは，作業仮説K述べたように ，r読了時の心的余部は ，官頭から末尾までの文章表現の

客観性にしたがい在がら，その表現のひとつひとつに主観的反応を感じさせ，読み進めた時，健康で生

き生きと してくる。 jである。ふきと父との気持ちを考え合がら音読し ，また味わわせるため ，表現読

みで終わった。とれまでの授業をかえりみ，全文章をとおしてのふきと父との気持ちを味わい ，最後K

余韻として残るものを子どもの心に感じ取らせるためである。

(2) 実験授業 ・調査結果の芳察のまと め

以上の笑!験授業および調査をとおして， 読みの継時性K即する文堂的文章の読みの指導法の成立すふ

ととの笑証を試みた。

しかし ，授業 ・調査の結果でわかあように，笑証は左かをか困難でああ。実験群 ・統楕1]君主が成立せず，
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完験授業学級の授業前と授業後の調査の比較を中心K述べてきた。その結果についても 2メ設の比較で

は，授業後の調室C方が全般的Kは優位であるが，検定の結果では，有意と認、められる問題は，予想し

たよb少念い。 5年生，および初期の頃の実験生学級ほど有志の問題が少左い。

とのよう(tL，実証は困難であるが ，例KあげたB・6・aの授業と調査の結果とをとおし，あるいは，

他の学級の調査結果をとおして， ζの授業の成立するととを推測し，成立の度合を確かめ，読みの継時

性K即する指導法を提案したい。

との学級の長業と調査の結果から，読みの継時性κ却する指導の方法や，成果についてのあらましは，

解明されたと思われるが，と ζで授業全体をとおして，との指導の方法の大要と，その意義Kついてま

とめる。

7 読みの継時性K即する指導では，特K冒頭文の取り扱いがたいせつである。 r子が(tLJの文章では，
①の子が(tLの様子の描写の部分である。との冒頭文が起点と念り，文脈を形成し，展開する。読み手に

とっては，冒頭文で読み取った意味内符や，心情がもとにを.b，続〈文章の意味内容を体制化する。し

たがって，冒頭文の読みの成否が全文章の読みK深い関係をもっている。冒頭文で，客観的表現からそ

れ，興味・欲求念どの主観性の強いξらえ方をすると，以後の読みでもそのとらえ方κ影響される。子

どもの生き生きとした読みをそこ左つては走ら念いが，正しい読みを行i7うように配慮するととがたい

せつである。

とのため(tL，未読部分を読み進ませ，文脈Kそって意味限定をはかるのである。

イ 続いて文章の読みが進むKつれ，問題場面どとにたちどま.b，文脈の展開や，意味の体制化，集約の

? ため，朱読部分を予想、し，既読部分を読みたどらせる ζとがたいせつである。

ウ との研究では解明でき念かったが，文章中の情景描写の部介は，その情調lとより，主観的念もののと

らえ方を意味体制化し，その情調Kそって変容し，そのとらえ方をより深め，表現の客観性K却したと

らえ方Kすると思われる。とのととから情景描写の部分の読みでも ，読みの継時性K即し，文脈にそっ

たとらえ方をさせる ζ とがたいせつである。

エ また，主題的左ものの読みは，全文章の意味が体制化され，集約されてなされるものであり.全文章

を読みたどるとと，るるいは全文章の意味内容を想起させるととがたいせつである。

きわめて単純左文章は別として ，一般(tL，文学的文章の主題的なものは，登場人物の性格，人物相互

の心的関係，あるいは心情念どにかかわゐものが多く ，複雑念心的内容をもっている。そして，主題の

内容が高度であれば，その心的内容は複雑になってくる。とのととから，全文章にかかわる複雑念心的

内容を一面的，一方的では左<，多面的，総合的にとらえさせるため，冒頭から令文章宇読みたE.るか ，

想起させる指導がたいせつである。

また，とのように複雑念心的内容をもっているものであるほど，それを読む子どもひとりひとbの個

人差Kよ.b，とらえ方のニュアンスが違ってくる。とれらも，文章全体の表現をとおしてその根拠を確

かめ ，集成，総令するこ とによ.b.その読みは ，より深くなると思う。そして読了時Kは読み取った心

的内容を余韻として味わわせるととがたいせつであると思う。

以上の考え方で読みの継時性に即する文学的文章の読みの実験授業を行念い，その指導の成立の度合

いを確かめ ，その指導方法を提案したいのぜある。
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(3) 文学的文牽の読みの指導上の問題点

読みの継時性に即する文学的文章の読みの指導i法を検討するため， 5年， 6年のるさ学級Kついて実験

授業を行在った結果，推察される文学的文章の読み句指導上考慮し左ければ念らない一般的な問題Kつh

いて述べる。

。〕 心情の総合的なとらえ方について

子どもは、文学的文章の心情の読み取りで、是か非かの一面的なとらえ方をし易〈、複雑な心情につ

いての総合的なとらえ方が困難である。このような場面の指導では、対照的なとらえあを提示し、また

文意表現に即して子どものとらえ万の根拠を確かめQことにより、総合され深まり、同時に定着が強ま

ゐ。

調査問題 7・8・ヲ¥I[_対する実験授業生存級A ・6. aの応答結果を 〔表 2)でみると ，総合的念とら

え方令した子どもは少ない。授業前の調査では， 42人中， 1 3人 ，2 0人， 3人で授業後の詩葺では

1 7人， 1 8人， 8人である。しかも，問題 8Vてついては，授業後の方が 18入で設業前の 2崎だよb

少左〈左っている。とのととKついて以下授業の実際について検討してみる。

.a授業記録 A・6・aの⑤の問題場面のその 2

T1 かに海へは1.t.してやった よ。と言った時， .ふきはどんを気持ちだったでしょう。次のカ

ードに書き念さい。

P金書<0 ・……-
T2 はい，それでは， rかに海へは在してやったよ。 Jとふきがおとうさんに言った時の気

持ちはどん念だったでしょう。奮いたのを読んでもよいから話して〈ださい。

P.K とれで子がにはおかあさんの所へ帰れるので，うれしいよう設さみしいよ今左気持ちです。

p.s もっと持っていたかったをどbおしいよう念気持ちです。

T3 ぞの1.t.どbおしいよう左，うれしいよう左気持ちはどとでわかりますか。文章を初めから

読んでみ念さい。

P全読む0 ・………..…一-…一 。
T4 はい，などりおしいような，うれしいような気持ちはどとでわかりますか。

P.N せっかく魚屋ざんからもらってきたのだからわかれるのがさみしい。

p・II ふきもとの7似てが気Kいって ，かわいいと思っていたから。

T5 ①の部分に書いてありますね。そとから，かKがかわいいので ，かつてみたいという気持

ちが出てきたのかもしれーませんね。だからはなしてやって左どりおしいよう合さみしいよ

ち左気持ちだというのですね。つぎに，ラれしい気持ちはどとでわかbますか。

P.T はをしてやりたいと患っていたのだから，とれでやっとほっとしたよう会気持ちです。

Te T君のよう念気持ちの人手をあげてください。

P 挙手 約 15人

む もっとかっていたいなどりおしい7まあJていう気持ちの人。

P 挙手 約 15人
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T母 は在してやったのでさみしい気持ちだと思う人手をあげてください。

P 挙予 約 10人

T9 はい ひと bの人でも ，いろいろの気持ちが入り交じって凶るようですね。ふきの気持ち

もきっと ，かわいい子がKをは在してやってきみしいよう念 ，また希望どおりKは在 して

やってちれしいよう左気持ちが入b交じっていたと思います。

b 調査結巣 (問題自の結果)

A 授業前 20人/42人 授業後 18人/42入 ( ;有意差1.1:し)

B 授業前 1 6人/42人 援業後 27人/42人 ( ;有意である )

く注>Bは(1)で述べた8校る年a坐級の場合である。

C 考察

ζのA ・6. aのその 2の授業記録をB ・6・aの場合と比べると第 1ttL子どものとらえ方の発表が

2・5人のうちK指導者の次の提示的発問Tsが行宏われ ，子どもと教師，子ども同志のコミュニケーシ

ョンが活発K行念われ念かったととが問題点として指摘できる。

次ttL，子どものとらえ方の板拠を表現から確かめる:場合の子どもの応答がT4 ttL続<P.N ， P.H ， p. 

TのようK文掌表現K即してい念いか ，ば 〈ぜんとしていることが指摘できあ。乙の場合 ，もっと文章

全体K則してとらえさせる指導が必要であろ号。 B ・6・aのとの場面では対照的とらえ方を提示して

(rt ，それK対する全部の子どもの応答を挙手Kよって確かめた。また ，全文章表現を想起して子どもの

ーらえ方の根拠を確かめる場合も① ，@ ，@の各部分Vてわたタ想起させ確かめた。さらttL，とらえ方が

いろいろ出た場合 ，どれが正しいかを発問して子どもK考えさせ ，子ども自身から一面的K決められ念

いという意見が出て ，総合的左とらえ方へと深まっていった。

との学級の場合は授業前ttL2 0人もの子どもが総合的左とらえ方をしていたのκ，指導の結果は逆K

1 8人となり総合的とらえ方の子どもが減少するといった結果Kなった。

その 1の場面で子どもはある程度の総合的フをとらえ方をするようK念.!?) 2 0人の子どもがとのとら

え方をしたが， 一方 ，前Vι述べたようK子どもは ，一面的念とらえ方をする傾向をもっていふため ，指

導の不徹底と相まって総合的なとらえ方i?;減少したと思われる。との学級でも初発の応答でP.Kのよう

lぞ総合的左とらえ万をしてお.!?，統〈応答でも総合的左とらえ万をしたよ勺K現象的Kは思われる。し

刀し，調査結果でわかるようK定着してい左い。表面的在挙手の数や ，授業者のひととおりの解説1.1:ど

の現象面の観察Kよるものや ，表面的1.1:指導だけでは ，子どもK定着してい念い場合が多い。対照意見，

あるいは反対とも思われるほどの強い怠見を対立させ ，子どもの心lて深〈きざみつけるよう念，矛盾や

かっと う場面を提起する指導がたいせつであゐと思う。

また ，子どものある意見K対して ，その恨拠を文章表現Vともどしてただし， 確かめる指導もた回せつ

であふ。

その 5の場印での子どもの総合的念とらえ万は，さらttL困難である。調査結果【表 2)の問 9ttL対す

る全学級の総合的な応答数κ表われているとおりである。 とのととKヲいては， B・6・aのその 3の

問題;場面の考察で述べたので省略する。
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F‘ 

(2J 文学的文章特有の表現に対するとらえ方について

ぐう

文学的文章に{j.具象的、寓意的、情調的な表現が多い。このような表現lご対する子どもの読みには

経験、興味、欲求などの号郎、主観がはたらき、.それ以後の読みで、溶意的なとらえ万や、曲解したとら

え方をしがちになる。このようなとらえ方に対しては文章の表説にた怠かえらせ文脈に即した指導をす

ることがたいせつである。

各研究対象学級の調査結果をみると「子が，'(Jの①の部分の具象的左表現のとらえ方は，子どもの経

験 ， 興味，欲求念 nてよる主観的Rをとらえ方が多い。特にとの傾向信 6年より 5年~( ，成績上位群より

下位群の子どもに多い。その例をあげると， Iいばっていふ感じJI小さをかKでも一人前だJIつか

まえられてとわがっているJI別世界へきてびっくりしてるJ1.Iどで，子がにの様子の具象的表現その

ものにだけ強い主観的なとらえ方を示し，続く@以下の文ll*からそれた読み取りをしている。

とのようを子どもは，②の部分のふきの想像したととκついても同様に主観的冷とらえ方が強凶。

「子がにがかわいそうだからJI親を思い出したから..! IふきUても殺がいるからJI子がにを海で遊ば

せたい」左どと，①からの文脈の展開からそれ ，ふきの気持ちK主観性の強い感情移入をしたとらえ方

をしているよぢK君、われる。そして， ζれらの子どもは@の主題的左もの陀迫あ，子がにをは1.rしてや

るふきの気持ちのとらえ方でも， r今どろ友だちとあそんでいるだろ号JI子がにが親と合われるので

うれしし">J r子がにと別れてさみし加」念どと比較的一面的授とらえ方が多(，あるいは文章全体から

受ける真剣j左情調からそれがちである。との傾向は， (表3Jでもわかる。

とれらの子どもの心情のとらえ方は，明らかに誤答であ為とは言h きれない。しかし，読み進むKつ

れて，正しく，深い読みからそれ，怒意的をとらえ方をするよう VL7.tると思われる。

ζのよう念とらえ方をする子どもに対しては，官頭から，文章表現Yて即し，また，続〈文章の文脈の

展開vc即したとらえ方をすゐ工勺K指導する ζとがたいせフであふ止思ち。

(3J 語句やことがらの理解と心情の読み取タについて

文学的文章に書いてあることがらの読みや、たいせつな語句についての鉄みがあさい時、子ともは、

その心情を自分の依験や鈎;求なとによりヲ制、主観的なとらえ万をする。そして、それに続〈文や、たい

せつなま勉に迫るもののとらえ万は文脈からそれ、浴、意的なとらえ方や曲線したとらえ方につながりや

すい。このような場合、人物と人物、ことがらとことがらなどの関係を主とし、語句については、とら

えようとする心情につながるものを主として理解させることがたいせつである。

前κ述べた，具象的表現vc対するとらえ方と句様(1(，子どもは，文特句文章κ蓄いてある内容の理解
があさい時や，たいせつを語句の内容理解が不足して¥/>b時も主観性の強いとらえ方をしがちでああ。

特Kとのととをとbあげるのは，文学的文章の読みの指導では，説明的文章と異変り，心情のとらえ方

Kついて，正しいとか誤タとか決定しに〈いからである。場合Uてよ 9，とのよう合主観的をとらえ方が

生き生きとしたとらえ方として受け入れられるとともあろう。

との!子がに」の実験授業は，発達段階からみて 6年κ適当とみて 6年に主体をおいて行在った。一

方，実験授業として，発達段階の視点から検討するため 5年にも行な 4 た。その5年の実験授業，調査
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結果からとのととについて検討してみよう。

〔表 2)の調査結果でわかる ように .問題7， 8 ， 9の総合的左とらえ方の結果同様。て ，問題 2， 4 

の謝査結果り ，6年cVC比べいちじるし〈低い。問題 2は，①に書かれている子がKの様子の具象的表現

K対するとらえ方をみたもので ，I，l'l題4は ，(めの剖分K警かれている ，②でかKの生活を想像したとと

からふさが子がKをは念しlていと うと して父K話した時のふきの気持ちのとらえ方をみたものである。

以下， A・5・aVC {91Jをとって述べる。

①の部分についての問 2の授業前の調査結果，誤答 (望ましい応答をし念かったもの )の子どもの応

答Kは ，Iさむいかんじ，くすぐったいJIぶかっとうでおもしろいJr子がKだりど強そうだJrぼ

くもとんなかKがほしいJr大きをはさみがζわいJ Iど今どうとしている」念どの応答が多い。とれ

らの応答κは ζの期の子どもの興味，欲求左どの主観性を強く感じる。々して次の@への文脈の展開と

は，関係左<，①の部介の大きt.cはさみや，ぶるぶるふるえているとと合どのその子どもの主観に合っ

た語 -句から直観的にとらえたようκ思われる。
乙れらの応答は自由記述Vてよるものであ.!J，吐プヤ文学的文章の心情(/:コ去らえ方Uて闘すみ聞いにX'<tずる

もので誤答と決めるわけκはいかt.cい。しかし，実験授業Uてより .①と②の文脈を読み取らせ ，また①

の部分のかKの綴子の表現の内容である足， EI ，はさみのととがらの表現を指摘して読みたどらせると

と K よって授業後の調査結果~みられふように多くの子どもが ， I二つの目で念Kかを見ているよ今宏

ととろがかわいいよ号念感l:OJゃ「大きをはさみをぶ足、ぶるふるわしているととろかかわいそろOJ念ど

のようκ文脈K即した・とらえ方をする ように念為。

授業前 45人中 16ノ、が文脈に即した応答をしたのに対して授業後は 28人に合っている。

5年の場合は .授業前の調査でも授業後の設資でも 6年K比べどの学級本望主しい応答が少f.rいとと

から ，特i乞下学年K念あほど ，また成績下位群の子どもほど ，文章表現の内容や文脈の理解を徹底する

ととがたいせつであるとJ思う。

①の子がκの様子に対して主観的Uてとらえ ，rぶかっ ζ うJIおも しろいJI強そうだJ念どと応答

した子どもは， ①の昔日介の問5の 「ふきは ，在ぜとのよ う左想像を した治、JVC対する応答でも 「子がK

と海べで遊び?とい>J I子がにが元気で遊んでいあ所を見たV>J念どとさらに子Jもの興味 ，欲求念どの

高ま った応答をしている。そして ，@の主題的念ものに迫ふふきの気持ちのとらえ方でも，子ども自身

の主観で一面的にわDきったとらえ方をした子どもが多いのである。とれは ，冒頭文の子がにの具象的

念表現のある部分K主観的κ共感したとらえ方1Ji，文章表現の各部分のとらえ万K影響し， 文脈.1Ji入り

組んでく るとますます文章からそれたとらえ方に念ふからだと思われる。

「子がκ」のよ うな文脈の比較的わかbやすい文筆では ，ζの程度の誤答と明確に言いきれ念いニュ

アンスをもった応答ではあるが ，複雑念文脈の文学的文章では曲解や誤説に在るおそれもある。 ((表

3)および紀要 55集多照 )

次VC@の部分のふきが子がκをはt.cしてやろ今とするわけを向い ，ふきの気持ちのとらえ方をみよう

とした問4VCついての誤答(望ま しい応答をし授かったもの)の中陀は「子がKがかわいそうJr早く

は在してやりたいJI夜念ら人につかまら念い」念どの子どもの興味や関心Kよる主観的?をとらえ方が

たいそう多い。とのよう念とらえ方は誤容と言われるものでは左<，子どもらしいと らえ方とも言え I
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う。しかし，②，③と文脈にそったとらえ方とは言え安い。②でかKの親子の生活を想像し，@には凶

ると， 1"海の小さ左生き物は海へ .一一一，ふきは，ふとそう思ったのです。」と表現されている。との

場合の 「海へ一一一ー」の理解がよ 〈設され在いと ，問 4VL対する応答が② ，@の文脈の展開からそれた

とらえ万をしやすい。1"海へ一一 」で ，すでKふきは子がKを海へはなそうと思っていふのであり，

その海へは左そ勺と思ったわけは，それ以前の想像内容VL1..:るのである。したがって問 4のより正しい

応答止しては， 1"②で親子のかにが夜の海で楽し〈遊んでいるのを想像したかを〕左どとをふべきであ

ろう。

次V[，1"おとうちゃん ，とわから梅べへいこうよ。 J 1"海べへ ，もう時〈沿ってしまったじゃ含いか，

ふき。 J1"だから ，わたし ，いきたいわ-…一一。 Jの，ふき 2父との会話で，陪〈 在った夜だからは設

しVといきたいふきの気持ちが感じ取られあ。これらの表現と前κ述べた 「海へ一一」の表現とは，ふき

のかtてをは左そ号とすふ気持ちに直接関係するたいせつ合需句であるの

とのように ，文章tζ書いてあるととがらや， 心情のとらえ方の契機とをり，また関係深い持匂のW!導ン
すたいせつに行7をうこtKよって，子どもの主繍牲の強いとらえ方を文脈に即し ，より探〈正しいとら

え方Kする止思うのであふ。文脈の中で需句の球解を深めるという芳え方も とのととを意味して1/>ると

思ちのである。

(4 J 文学的文章のキー曹のとらえ方の傾向について

文学的文章の主勉を子どもは、自分なりにもっている道徳的価値観に照らしてとらえがちであり、ま

た一面的に正邪、善悪の価値判断をくだす傾向をもっている。文学的文章の主題や心情的なものの読み

取りでは、表現に即して内容をよく理解させ、さらに表現の底にある心情を読み昧わわせることがたい

せつであり、 このことが主主皇を読み取る基本となる。なお、心情的なものの読み取りでは、子どもの個

人差によりそのとらえ方にニュアンスの遠いが出て〈るが、これらについての多面的.総合的なとらえ

方の態度を養っておくことがたいせつである。

実験授業学級では援楽後κ，比較学級と!日|様K調査の最後に「子がVてを読んで」と題して感想交を書:

かせた。その結果をみると ，

「ふきは sせっか〈さか左匡ざんからもらった子がKを，海の生き物l寸海へ一一可 といちととを考え

て逃がしてやったのがえらいと思号。 どん冷小<'1..::':1=き物でも，そのととをよく考えてやふと止付ぽ〈

たちにはでき左hえらいととでふる。 J( 6年男，上位群)

「せっかくさかを屋ざんからもらった子がKを，わざわざ夜逃がしてやる念んて，ふきはほんと弓Uて

いい人だと思句。私だったら，かにがめずらし くて死ぬまでかつておくのにふきはほんと句にえらいノへ

だc J ( 6年女 ，下位群)

「ぼ({r;t，ふきのしたととは正しいと思う。ぽ〈だったらふきのよ今授ととは考えをかっただろ今。

ほ・くもかにをかったととがあふがみんな死んでしまった。ふきの芳えた海の小~1.?生き物付海へ止い号

ことUてはまちがいは1..:かった。ぽ〈もとんどからぞ勺しよう。 J( 5年男 ，中位群)をどの感想、を述べ

て¥.，.，る。

とれらのふきゃ父の行為K対しで， よいか悪いか ，正しいか誤っているか含どの視点から述べている
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子どもは，各学級5人から 10入いる。もちろんとの場合は よい行宏い，正しい行為として述べている。

またその傾向は学級によb異左 t，ある学級に集巾してとのようK行為を価値的にみようとする傾向の

強い場合がある。

との実験授業では，指導計画の主題の項で述べたよ今VL，各学級とも，ふきや父の気持ちをとらえる

とと ，ふきや父の心情を味わわせるととκねらいをおいて坐習したのである。

しかし，子どもの終想文をみると，ふきや父の行為の価値的念見方をした子どもが多い。前K述べた

感想文のほかvc次に述べるよう念ふさや父のやさし凶心Vて感動したものが最も多〈各学級 20人前後で

あった。

「とても美しい物語だと思いました。ふきも父もとても美しい心のもち主だと想、いました。私だった

ら，かKをおもしろがって，逃がさ7をかったと思います。文もとてもよく書きあらわされています。海

K逃げる子7がUての様子を知bたいと思います。 J( 6年女，中位群)

「ふきは，はじめにさかを屋さんから子が(吃をもらった時のうれしさはよ〈わかる。でも，ふきはも

らったかにのととを思い海へ帰してやったが ，もしぼくだったら海へ帰す合んてととは考え念かっただ

ろう。とういうふさみたい左心を持った人はほんとうに心の美しいやさしい人だと思った。(6年男 ，

上位群)

「ふきの思いやり ，やさ しい気持ちがよくわかります。お止うさんも ，ふさのやさしい気持ちをよく

わかって〈れて，おとうさんのふきを思う愛情が子がにKもよ 〈わかって，子がvcもいそいで逃げたで
しょう。ふきのやさしい気持ちVC，心の中で感心しました。 J( 5年男 ，中位群)

とれらの感想文r.l:，ひとりひとDニュアンスの迷いはまhゐが，おおよそふきの気持ちをやさしい，美

しい心としてとらえており ，感想文の大部分を占めているものである。

とのほかVC，ふきの複雑な気持ちをとらえた感惣文を書いた子どもは各学級5ノヘ位である。

「ふさは，さかな屋さんからもらった子がκを，はじめは，かわいいと思っていたが@で海の親がκ

のととを想像して ，海の生き物は海へと思って海へはf.lしてやった。せっかく友だちK在ったかわいい

チがにをか左しい気持ちをかくして逃がしたのは，ふきにやさしい心があったからだと思号。そのあと

ふきは，さっぽりしたいい気持ちだったでしょ号。 J( 6年男 .中位群)

「私は子がKという物語を読んでとても感動しました。それはふきとい今子が味わった悲しさとうれ

しさです。ふきは ，ふつ今の考えで子がにを親もとへかえしてやった。けれど ，その子がKを逃がして

やったうれしさの中(tL，悲しさもあったと患います。それをうちけして，自分のしゃわぜより，子がに

のしゃわせをえらんでやった。とても心のやさしい少女だと思います。 J( 6年女 ，中位群)

おおよそとれらの感想文は同様に，ふきの子がにK対する気持ちを視点として述べている。

ιにと，感想文を子どものふきの気持ちκ対する{;、の触れ合いに視点をおいておおよそ 5類型に分けて
その二三の例をあげた。第 1類型UてついてはさきK述べたとおり，道徳的価値感が強〈出ている。

第 2類型は，やさしい気持ち，ー美しい心とい今ふう17:.ふきや父の気持ちを自然Kとらえて

おり ，との期の子どものとらえ方止して納得されるものである。じかし， ζれらのとらえ方の中Kは，

すぐに自分走ら，とい号自分の行為κ対する反省や，道徳的f.l見方が章闘をのぞかせ，それκしてもふき

は心のやさしい少女であるというとらえ方をしているよちK思われるのとれらのとらえ方に対して，第
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5類型t'Ct立.比較的ふきの行為に対する道徳的左見)j位少含<.ふきの心情を文章表現(1(即し ，文脈か

ら感じ取られるふさの気持ちを深〈味わい，しかも，生き生きとしたとらえ方をしている。

第 1類型の感怨，あるいは，第2類型の感想の一部のよ今(1(.文守的文章を読んで，すぐ1'(.登場人

物の行為Uて共鳴し，あるいは，反発し，よいか惑いかといった何か道徳的*eらえ方をする傾向のもの

Vてついては考えさせられる。特1'(，子がにのよう念文章では，とのよう左l後僚は ，強過ぎる感じをうけ

る。

道徳、の時聞の読み物，統暫指導Uてよる文学的文宣言，あるいは，国語の時閣の文学的文章の指導左どで

子どもの人間形成を図るものとして，文学的文字がよくとDあげられるように在った。

登場人物相互の人間関係，性格*どtてついてよく話し合い指導が行設われる。そのととは，それなり

にたいせつ宏ζとであり ，子どもの心を変草するものとして，望ましいととである。しかし ，国語教室

で，人物の行為をどKついて，話し合いが活発会あま b文章表現からは走れた話し合いの内容~C* るお

それは念いだろ号か。

実験学級の子どもの感想、火を読んだからとのととK触れるのではをい。道徳の時聞が定められ ，きた

文学的文章による人間形成を図るため(1(*どと，とのととが一般の動向として感じられあからである。

ふさの子が(1((1(対する愛情 ，父の子(1(対する愛情 .i辻の愛情，友愛，他人(1(対する親切念ど，何か一

面的念観念的*.よそよそしい感じをうける。とれらのととばの庚にあるリアルをむのを追究したい。

文章では，表現KWJした，文脈にそった止らえ方を強調したい。害いであるととがらの理解からはじ

ま!J.文脈を型車解し，そのろえK感じ取られるものを味わわせたい。間語教育が，道徳や社会科の教育

と閉じに合らぬためKも，もっと文章そのものをたいせつにしたい。 r子がに」の文章表現をとおして

感じ取られあふきゃ，その父の心情を表現K即して味わわせる程度が小学校のとの学年に相応では安い

だろうか。さらKたいせつ念ととは，登場人物相互の関係，あるいは性格について話し合う場令でも，

心情を読み取る指導の場合でも，文章全体の文脈から感じ取られるものを集約・総合して，多面的に寿司

えさせ ，と らえさせる指導であふ。とうして ，登場人物念どについての話し合いも文章表現からは走れ

ず ，ほんと今の国語の教育ができると思号。とのためI'Lti.文学的教材の窓味内容の構造Vてついての研

究がたいせつである。

「子が(l(Jについての第3類型の子どもの感想文は，与えられたスペースでの短い感想文であるが，

文章会休の表現に即して ，多商的 ，総合的?をとらえ方をしていると恩今。

[5J 文学的文章の読み取りに;シける子どもの注意すべき発言について

文学的文章の情景描写や、主人公などの心情を読み味わう時、指導者が余りに強〈子どもの応答を促

すと、子どもは、文脈からそれたとらえ方をし、そのため学級1の真剣な読み取りに大きな影響を及ぼし

文脈に即した正常なとらえ方にひきもどすのは、非常に困難である。このような場合には、じゅうぶん

に話し合いの時陶をとり、発言した子どもが納得するまで確かめることがたいせつである。特に発言し

た子どもが、その学級の優位の子どもである場合は、より深い注意が必要である。

実験授業学級5年B組の@の問題場面で ，子どもに海べの情景描写の部分を深くとらえさせ，定着さ

せるためκ指導者は次々と子どもの応答を発表させた「さみしいJr静かだ」の発言K次いで，男子が
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「おはけが出そう念感じJと自分のl議想を述べ学級全体の子どもが大笑いをした。指導者は ζの場の学

級の雰同気をもとの真剣さにもどすようK.則座Vζ 「乙の文立全体から号ける感じとして，今の感じ方

はどうですか。」と提示した。子どもは「おばけは出合いj*どと口 IlI'L話し合い ，教室の雰囲気がftr

ち芳いたよ今K思われた。 しかし ，その後の子どもの応答には「今す暗い感じJ i気持ちわるい」念ど

のとらえ方も発表された。授業後の ζの海べの情景拙写K対する感じ方κついての同題 4の調査結果で

は他の学級K比べ望ましい応答主主は最も少念かった。他の問題では ，A・5・aと同等か優位念応答数

であるがこの|開題にかぎり最も少在凶。(没おA・5・aは， 9 U介の援業がつど号κより 45分ずつ 1

週明おいて 2日間K分けられたので全体の問題について望ましい応答数が少ないものと思われる。)

との ように学級の他の子ど もも大笑加するとの子どもの発言は ，ζの寸こども俗人の性格?をどvcよる必

然的念 とらえ方かもしれ念加が .子どもの笑いが出るほど ，との文脈VCI';I.即さ7をいものであろう。そし

て ，ζの発言によって役わった教室の雰l姐気は ，指導者の即座の説明では容易I'L~，と K もどらず ， その

結果が調査に表われたものと推測される。

次はA ・6・aの⑤の問題場面その 5の場合の例であ7.'0

「ああ ，よかったね。と ，おと勺さんはどんす気持ちで言ったのでしょう。」の発同K対して， 子ど

もは ，Iふきにもそん念やさしい気持ちがあったのかとほめていゐ，Jiふきがいいととをしたから，お

と勺さんもいっしょK喜んでいゐ」などの応答κ次いで ，A男が 「いままでの人と反対だけど ，おとう

さんは ，ふきがかKを逃がしたととをばかにしてlnl.>o..l止応答し ，学紗全体が一瞬緊張した雰囲気κを

った。

指導者は ，文章全体から感じ取られるふき と父との人間的合関係rc目を向けさせ ，子どもから「ふき
をだいじbとしているようで親子の愛情が出てい1..J去の応答があった。次いでA男κ王、答の理由を聞〈

と，iおトう さんの言った，ああ，よかったね。 の言い方を変えるとこん左気持ちも考えられます。」と

説明があって指導者も他の子どもも納得した。その後は他の学級同様にして実験反業が終わった。

しかし，A男の応答Kよる影轡は ，ふとあとまで雰臨気と して教室に残っていたよ今K思われ ，授業

後の調査にも総合的念とらえ方が少1H，他の 6年生.t!;JだいぶおとtJ， 5年と同じかそれ以下Kも考

えられる。との とと は ， A男のとの応答K よるものとは決めに くい，しかし前の 5 年の~Jと同様に影響

があったことは推測|できる。特vcA男の場合は ，学級の中でも発言多 く，主導的立場にあるのでその反

鮮は大きいと思われる。問8の学級全員の応答内容も混迷した感を受けた。

ζのより に文学的文章の心情の読み取Pでは ，誤答と決定つけるものが念いため，ひとたび字どもの

感じ忍り方や ，指導法K混乱があると論理的Kは解明し難い混迷したとらえ方κ左るおそれがあるよう

に恩われる。

[6J 文学的文章の主題をとらえる指導の基本的考え方 について

文学的文箪の主勉のとらえ方の究極は、その表現に即し、文脈にそって文怠0)内容を読み取り、なお

その底に感じ取られる心情を味わうことにある。このため、子どもの主観的なとらえ方を容認しながら

も文章表現にたちかえり、その読みを深めてい〈ことがたいせつである。なお個人差によりニュアンス

の造ったとらえ方をすることについては、その各他人のとらえた根拠をただし、各人がそのよってくゐ
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理由を納得したうえで集成することにより、主題に対する、見方、考え万、!惑じ万がより多面的になり

;粂くなる。

との実験農業をとおして .われわれが ，文学的文章の主緩や心情をどの読み取bの抱導Kついて感じ

たととを二三述べる。

文学的火意の主題をとらえ為ととは，その文章表現をとおして ，作者のとらえた人間観 ，社会観念ど

によ b捕かれた主題的在ものを ，よD客観的K読み取るととであろう。 しかし，作者の人間観 ，社会観

念どを正確K読み取ふととは ， 現~~てはたいそう困難であり，表現からとらえる主題的をものもそれを

読む人t.l!.lのものK在るとたは平時廷できない。

とのよう念条件内で一応の主題をきめ，子ども~ .文学的文章を指導するととに宏る。

子どもは ， さらK. それを自分の主観をも って文章を読み ， 主題左り ， 心情なり~l-らえよ勺止する。

ζのよう1'(，文学的文章の読みの指導の笑際場面Kのぞむと，いろいろの制約を号け ，そのとらえ方

の正誤 ・深浅念どをみふ視点がはくぜんと して， 場合によっては無制限K広があ恐れもあろ。 との場合

残された最もたよるべきものは，文学的教材の文章そのものの客観性であろう。

との文章の客観性をたいせつKし，指導者も子どもも ，より正しい ，よD深いとらえ方を目指して読

ますければ左ら念い。とうして文章表現の客観性をとらえて後 ，在おさらK読み手の心κ湧き ，ああい

は ，読み手の創造的左とらえ方たまつものをとらえるととが主題を去らえるとと ，心情を味わうととに

をると思うのである。

とのよう念考え方をする時 ，文学的文章の主題を去らえ君、指導はどのように進められるべきだろ今か。

客観的合表現~J'l1J して読み味わうと言っても ， チどもは ， との点については困難左点がたいそう多い。

したがって ，教師Kとらえ方Kついての応答を要求されると ，子どもは自分の体験 ・興味 ・欲求・問

題意識左どKよる主観的合とらえ方で答えふととが多い。与えられた教材K対して，子どもの発達段階

が低ければ低いほど ，との主観性が強〈合り ， ヨ~%.i:的 ， 側面的会 ， あるいtl曲解した止らえ方さえする

ようK念為。

ぞとで客観的'f.t.諮 -句 ・文の内容理解の指導から ，文脈の指導を行合わをければ合ら会加。と勺し

て内容斑解の点からいちじふしく困難で歩れば .-その教材はその学年ゃ子どもKとって不適当と在ろう。

主題的念ものや心情の読み取.þ~はいり . ひととお D 答倒的合表現を理解しても ， 最も緊張度の高い

主照的かものの読み取りでtl.当然個人差によって各人各様K異左っfrrらえ方令する。との場合ひと

りひとりの子ども陪 ，比較的 ，一面的で ，わりきったとらえ方をしやすい。

との学級全員ひとりひとりが少しずつでも異をる止らえ方をした場合 . 止らえ方の類型ど止~ . その

型車山を文怠表現との関連でただし .他の子どもに納干与させるととがたいせつであふ。とのよ号K納得さ

れたとらえ方t1.ひとりひとりの子どもの主題的合ホののとらえ万の巳を聞き ，今 .ああいは他日 ，同

様の文章に接した時，ょD広い ，深い立場から作品 ・J読み味わうよ弓Vて在荘、と患うのであふ。

V 宇品 と め

読みの継時性~則する文学的)( '~:'Lの説みの指準法を検討するため ， 当初の研究百十両氏基づき ， 実験控
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業Uて重点を置いて研究をしてき売。文学的文章の読みの指導κついての研究は ，その主題や心情のとら

え方左どκついての諸説多く，定論を立てκくいのでとの研究vcよ.b，われわれt.r]?の主張K基づ〈指
導のよ bどζろを明らかにするため行在ったのである。しかし授がら，や依り文学的文章Kついてのい

ろいろの問題をつきつめると.人生論Kも似た大きくそして奥深い問題vc当面し，と今てい科学的研究
念どと言ろK足る研究は困難である。との文学的文章についての研究をいくらかでも，科学的，笑証的

に行をうためには，その分野をせばめ，研究の視点を設定するとと左どにより条件を統制するととがた

いせつであろう。

同じ実験援業を数多〈行走。とと，教材を一定のものKするとと左どはその一つの万法である。 しか

し，そとから導き出きれあ結論は，その授業，その教材，その学級陀かぎタ主張できるものであ l?，一

般化するととにはI問題があろう。それほど，文学的文主主の読みの指導Uてついての問題は微妙であ!?，ま

た大き<，研究の厳しさが要求される。

そ乙で，乙の研究vc関する諸条件のおも7をととがらを述べ，結論の解釈の参考にしたい。
ア 読みの継時性(rC即する読解指導，そのとと自体の主張のために研究を行走ったのであり，現行の種

1< 7士読みの指違法との関連や比較そ目途に研究したものではない。読みの継時性の本来の特質から考え

られる，読みの機能的宏見万，あるいは，言誇活動を重税すゐ考え方t.rどは，当然，強調されよち。し

かし，との指導法は他の指導法κ比べてとのよろ托すぐれている?をどと言句ものでは左(，また，その

よう左ととは，短期間の研究で結論づける方がむしろ危険であろう。長期間の研究の評価，きわめて厳

密主主研究方法κよってはじめてある程度の結論的宏ととが言える程度Kをろう。

説みの継時性K即すゐ指導を，との教材で，との子どもκ，とのよう K指導した結果，子どもは，と

のように反応した，ぞれはのばすべき望ましいととである，ぞれは摘むべき問題点であるというととを

述べようと ーするのであふ。 ζの研究の行~われた条件内で，読みの継時J性K即ナる指導法の成立するこ

とや，その成果κついて提案したいのである。
イ 前vc~\少し触れたが，実験長業の教材を 「子が('C J 一つにかぎり，同ーの授業過程で授業を行fi っ

たととの条件をふまえておくととであふ。との教材は，数回の実験授業を行会う必要や，対象学年，同

ーの指導を行方そうためf.tどの ζ とを考え決定した。

乙のため，他の文学的文章についてまでも研究の結論を類推し， 一般化する時は，その結論の内容や

質を吟味する必要があろ句。研究の過程では，研究仮説から一般的を作業仮説を想定し，さらVC.教材

「子がVCJVC即する具体的作業仮説を設定した。 ζれら一連の仮説をよりど ζろに，研究の結論がより

広〈ー紋化するととを図った。

ウ 教材， I子がVCJの文章の主題，メ;章構造，問題場面1:Iどの解釈は，読みの継時性VC即する指導の

観点から，われわれ左りに行なった。一般的lrCみる含らば ，主題の産第釈のし方ひとつについても，いろ

いろの観点から，lr>るhろ!rC解釈ができる。乙の研究Kついては，小論K述べた教材解釈の立場から，

その過程および結果，結論をみる乙とが乙の研究の怠図を明らかにナふととになろう。

エ 授業介析の方法については，現在，各研究者，諸研究機関念どで ，より科学的を分析方法を提案し

て.実・践しているが，われわれは，今の研究体制や.研究のねらいから制約を受け，授業の録音や，授

業者自身の観察記録を行者っただけである。したがって授業の現象函の分析11，推測の域を出ず ，内容
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面の分析についても ，授業前後の調査Kよるものだけで歩る。授業分析の点でも多〈の制約があったが

読みの継時性K即する統みの指導法の成立と ，成果をみふため ，具体的K作業仮説を設定し，意図的κ

授業を行合ったつも bである。

以上の ，との研究についての諸条件は ，そのおもをものであ t，その他，調査問題 ，授業計画等々多

〈の条件がああが .それらについて付との小論をとおして理解きれよ句。とれら多くの制約条件のもと

で行をわれた ，読みの継時性に即す足、文学的女章の銃みの指導法についての実験授業 .および調査の結

果から推察され為おも合乙とをまとめ去、と次のとおりである。

ア 文学的文章の冒頭部の心情的攻略のの読み取りで.子ど本の興味・欲求や ，印象合どによる主観的

1.lとらえ方が強過ぎる と， そのあとの統みでも.恋意的な読みや ，曲解が行合われやすく ，さらにた

いせつ左主題的含ものの去らえ方でも ，怒意的!'l.念.T，誤読と思われみとらえ方をしがちK念る。説

みの訴事時性に即し，未設部分を説み進ませる ζとによ.T，ζのよう宏主観的安とらえ方同意味限定さ

れ，文章の表現Kそったとらえ方をすあょうi疋在る。

イ 文学的文章の主題K迫ふ緊張度の高い部分は， 一般に文章の終末部Vてある。読みの継時性K即して

文章全体Kたちかえり，冒頭から順次 ，文脈を読みたFらせふか，意味内容を想起させるととKより

愈味休制化，および意味の集約が行宏われ Jその読みは多面的，総合的K1.lり，より深("1.lる。

ウ 文学的文章Uてほ ，具象的 .寓;意的 .f市調的念表現が多加。とのよ今 1.l表現VC対すみ子どもの読みに

は ，強い主観がはたらき， 以後の蹴みKおいて，悲怒的を読みや ，誤った読みをしがちにiZる。読み

の端末時牲に即して ， 未読部分を読み進言せ ， ま~J.、いは ， 既読部介を想起させるととにより ，とのよ号

念主観的左読みは意味体制化され ，表現K即した読みκ1.lる。

エ ふる場面Vておいて ，心情的?をヰのを読み取あため ，読みの継時性K即して ，来続部分を雫想し ，既

説部介を想起させる場合 ， その心t~にかかわる誇 ・ 句 ・ xを よ く理解示せ ， それらを契機止して行合

ちととがたいせつである。 ζの契機とさtる語 ・句 ・文は場面の変わる部文や ，意味内容の変わる部分

lて多い。

オ 一般K文学的文章の読みの指導でr.t.読みの継時性に即し， 文脈をたどり読み進め ，問題場面どと

にたちどま り， 来説部分を予想し ，玩説部外を怨起すみ指導!'l.より .一面的 ，怒意的合 唱ヰしくは ，

誤った読みから ，文章表現K即し ，意味体制化 ，集約が行企われ ，総合的で深い読み令するよう Kな

る。

ζれらのま止めは ， 読みの継時性~即すあ指導の立場からみた結論であるが ， 文学的文章の読みの指

導上の間車重点は ，lV ， 2 • (1)の授業結果の考察 ，および(2)で述べたとおりである。

ζの研究を行合うにあたり ，研究協力校としてど協，力をいただ凶た学校長，職員，念らびK児童に客足

〈感謝の怠を表する。事情κより:学校名をのせるととを省略させていただ〈。

との研究を担当したの比沢田 勉 ・大竹大三で，研究の結果をまとめ，執筆したのは沢田 勉でふる。
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